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総 務 建 設 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和２年１１月１２日（木）午前１０時   開会 

  平成２８年１１月１５日  午後 ５時７分 閉会   
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  ３０１会議室 
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  委  員 安 藤  薫   委  員 塚 本  崇   委  員 三 好 義 治 

委  員 松 本 暁 彦 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森 山 一 正  副市長 奥 村 良 夫 

  市長公室長兼同室次長 大 橋 徹 之  同室参事 亀 谷 政 晃 

  同室参事 西 川  聡  秘書課長 妹 尾 智 行  広報課長 古 賀 順 也 

政策推進課長 大 西 健 一  同課参事 湯 原 正 治 

人事課長 浅尾耕一郎  人権女性政策課長 由 井 秀 子 

総務部長 山 口  猛  同部理事 辰 巳 裕 志 

同部参事兼資産活用課長 池 上  彰  同部参事兼情報政策課長 槙 納  縁 

総務課長 川本勝也   同課参事 中 尾 昌 志   

防災危機管理課長 川 西 浩 司  財政課長 森 川  護   

市民税課長 妹 尾 紀 子  固定資産税課長 藤 原 英 昭   

納税課長 船 寺 順 治  工事検査室長 江 草 敏 浩 

建設部長 高 尾 和 宏  同部参事兼道路交通課長 永 田  享 

都市計画課長 杉 山  剛  同課参事 玉 城 伸 子 

水みどり課長 宮 城 陽 一  建築課長 寺 田 満 夫 

道路管理課長 井 上 斉 之  会計管理者 岩見賢一郎  会計室長 井 口 久 和 

選挙管理委員会・監査委員・公平・固定資産評価審査委員会事務局長 橋 本 英 樹 

同局次長 菰 原 知 宏 

消防長 明 原  修  消防本部次長兼消防署長 橋 本 雅 昭 

同部参事兼総務課長 松 田 俊 也  予防課長 納 家 浩 二 
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１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 牛 渡 長 子 同局主幹兼総括主査 香 山 叔 彦 

 

１．審査案件 

  認定第１号 令和元年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

  認定第５号 令和元年度摂津市財産区財産特別会計歳入歳出決算認定の件  
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（午前１０時 開会） 

○野口博委員長 ただ今から総務建設常

任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、安藤委員

を指名します。 

 最初に、１日目の松本委員に対する答弁

の中で、川西課長の答弁について訂正の申

し出がありますので、許可いたします。 

 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 では、１日目の

防犯カメラの方向性につきまして、松本委

員に対してのご答弁につきまして１点訂

正がございます。 

 誤りについては、老朽化したカメラの更

新を優先的に進め、増設については控える

旨の発言をいたしました。正しくは、老朽

化したカメラを更新する際には、警察と協

議し、カメラの設置場所を再検討するとと

もに、増設についても検討を進めますでご

ざいます。 

 おわびいたします。訂正させてください。

よろしくお願いいたします。 

○野口博委員長 それでは、認定第１号所

管分の審査を行います。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 気持ちも新たにしっか

り頑張りたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 まず、日をまたいで力水をもらいました

ので、２番目のＦＭ推進についてでありま

すけども、昨日の答弁で個別にはいろいろ

研修も行うと、スキルアップのための取り

組みをやっていきますよということとか、

あとはＦＭ推進についてのそれぞれの取

り組みはしっかり個別でも行っていくと

いうことでご答弁をいただきました。 

 とにかく今まで施設管理については、具

体的な管理の方法を示されていなかった

ことが、今回個別の計画ができまして、そ

して、中長期にわたったこの管理ができる

ということで非常に期待をしております

し、大変重要な取り組みだと認識をしてい

るわけで、プラス私は特に重要やと思った

のは、やっぱりそれに関わる職員の皆さん、

また指定管理の皆さんも含めてですけど

も、しっかりとそういう管理をするための

ノウハウを日々蓄積して、そして、簡単な

ことであれば自分たちでこの修理や管理

ができるようスキルアップを続けていく

ということが非常に大事だと思ってます。 

 以前にも言いましたけども、倉敷市に視

察に行ったときも、そのところはすごく力

を入れてやってられるということで、感銘

を受けたわけですけども、これからも鋭意

努力をしていただいて、もう今年度できま

すけども、この計画をしっかりと運営して

いける力を担当職員も含めて、各課がつけ

ていただくように、池上参事よろしくお願

いしたいと思います。要望としておきます。 

 それから、３番目の庁舎管理のことです

けども、雨漏りがしてる原因が分からない

ということでしたけども、ちゃんと専門家

が調べられたのか。昨日も窓拭きの人が上

からゴンドラで下りてきて拭いてはりま

したけど、ああやって上から見て、ずっと

コーキングのところを調べていったら、原

因が分かるん違うかなと、私はちょっとだ

け前職でかじってますからそう思うんで

すけど、そういう専門家が、要するに現場

を見て、ちゃんと調査をされたのか聞いて

おきたいと思います。 

 それからもう一つ、Ｗｉ－Ｆｉのちょっ

と不具合があるということで、小学校なん

かもそうですけど、一度にたくさんのアク

セスがあると悪くなるというのもありま

すでしょうし、あとは柱の陰とかで、そう
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いう盲点になってしまうところがあると

いうことです。 

 これは、最初の設置する段階での調査で

分かるようなもんだと思うんです。それが

やっぱりちゃんとできていなかったとい

うこと、結論的に言うとそういうことだと

思うんですけど。これについては、もう言

っても費用は多額にかかるとおっしゃい

ましたから、ちょっと我慢はしますけども、

早い時期に全庁的にＷｉ－Ｆｉの環境を

整えていただきたいのと、併せて、今はや

っぱりフリーＷｉ－Ｆｉを付けていかな

いとデジタル化という中では必要だと思

います。これは、庁舎だけではなくて、公

共施設などの避難所になるとこなんかも

そうです。フリーＷｉ－Ｆｉを付けていく

ことがステータスといいますか、そのサー

ビスの常識になってきてると思いますか

ら、そういうことも踏まえて、ぜひともこ

れは検討していただくということで、要望

しておきたいと思います。これも要望です。 

 それから、６番目の人生１００年ドライ

ブを実施されるという件で、１９日に５０

名の皆さんが自転車を受けておられると

いうことでございます。この人生１００年

ドライブは大いに結構です。それで免許証

の返納をふやしていってもらって、そして

元気で頑張っていただく、これは大いに結

構なんですけども、ただ、あとの自転車の

マナーの話もありまして、自転車のマナー

についても率先をして守っていただくと

いうことも、ぜひ併せて推進をしていただ

きたいと思うんです。 

 今、自転車の保険は当然入ると。これは

摂津市の自転車安全利用倫理条例でも保

険については強制ではないですね。これは

自主的にいうか、努力義務ですが、この方

たちは少なくとも、ちゃんと入っていただ

きたいと思うんです。 

 それから、高齢者のヘルメット着用とい

うことを大阪府は推奨しています。大阪府

の条例中に努力義務が入っていますが、摂

津市の条例では入ってません。摂津市の条

例のほうが先だったので。大阪府が後から

つくられたんですけど、その中にはヘルメ

ット着用のことが記載されていますけど。

この高齢者のヘルメット着用なんかもぜ

ひ条例に加えていただきながら、高齢者も

ヘルメットを着用していると、やっぱりヘ

ルメットをしっかりかぶっていくという、

この文化といいますか、そういうものもで

きたら、こういうことを機にぜひ進めてい

っていただきたいなということを要望し

ておきたいと思います。 

 それから、交通安全のほうです。７番目

でございます。親子の交通安全教室なんか

もやられているということでございます

ので、最近あまり警察が取り締まってる姿

を見なくなりました。コロナ禍のためとお

っしゃってましたけど、去年なんかはちょ

こちょこ自転車に乗っている人に対して、

注意やったり、整備不良やったりとか、無

灯火なんかを取り締まったりとかしては

りました。今は新型コロナウイルス感染症

の第３波と言われていますけれども、やっ

ぱりこれ効果があると思うんです。警察官

にしっかり取り締まってもらう。特に、若

い世代なんかはしっかり取り締まらない

とどんどん良くならないと私は思います。

なので、新型コロナウイルス感染症の状況

を見てですけど、また警察としっかり連携

していただいて、ぜひこれ取り締まりをま

た強化をしていただきたい。 

 特に、逆走行です。車と逆方向に走行し

ている自転車もようあります。それから、

信号無視もよくありますから、そういう悪
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質なものについては、ぜひどんどん取り締

まっていただいて、それがまた改善につな

がっていきますので、これはぜひ要請して

いただきたいということをお願いしてお

きたいと思います。とにかく、昨日の議論

でもありましたけども、自転車を中心とし

たまちづくりを進めていくということで

すから、これはハード・ソフト両面、プラ

スこのマナーの部分。ここも３セットでし

っかり推進をしていただきたいというこ

とを要望しておきたいと思います。要望で

す。 

 それから、８番目。ＪＲ千里丘駅の改修

の問題ですけれども、これはぜひ早い時期

に検討していただきたいと思います。 

 それで、ＪＲ千里丘駅の西口がいよいよ

再開発をされるということで、東口に入ら

れてる店舗の方とよくお話しする機会あ

るんでおっしゃって、だんだんじり貧にな

ってきたと。空いてますし、奥のほうは１

個大きな店舗が空いてます、２階。店舗も

画一化してきて、一つの店舗が大きく広げ

るようなことになってるとか、活気が失わ

れている、もう寂しいという声をよく聞き

ますので、ちょっとこれ所管の委員会がや

やこしいところですけど、ＪＲ千里丘駅の

東口もやっぱり、西口の動向を見ながら、

再開発とまでは言いませんけども、もう一

度再活性化するための何か仕掛けといい

ますか、リニューアルできるようなことを

考えるべきであると、そういう意見が出て

るんですけど、そういうことについて一度

お考えをお答えいただきたいと思います。 

 それから、道路の維持事業です。道路の

維持管理事業についてですけども、とにか

く、目視等でやられるのも結構だと思いま

すけど、事故が起きてからでは遅いので、

そういう可能性のあるところについては、

ほんとによく専門家とも相談していただ

きながら、調査も必要であればぜひ入れて

いただきたいと思います。私もいろいろ専

門家から話を聞いて、今話をしております

ので、これも要望しておきますから、よろ

しくお願いいたします。 

 それから１０番目狭隘道路の話ですけ

ども、正雀地域とか千里丘東４丁目、５丁

目辺りの開発については、道路が建築基準

法第４３条第１項但し書き空地というふ

うに扱いをされてるということで、要する

に摂津市ではもう管理外の道路です。全く

管理外の道路、舗装もやらないし、拡幅も

しないと。今回も結構地震・台風で家が建

ち替わってますけど、何の変化もないです。

道路はそのままです。そういう状態がこれ

からもずっと続いていくということに、私

はもう前からずっと問題があると思って

います。 

 今、一部分そういう開発に支障のあると

ころについて、ピンポイントで今から絞っ

て拡幅の計画をつくっていくということ

でございましたけども、例えば、何とかし

な、まず舗装の問題です。何とかせなあか

ん。舗装の問題も、これ望みは水道の入れ

かえかガス管の入れかえです。これをやっ

てくれるときには、表面をやり直してくれ

ますから、そこまで待ってくださいと言わ

ざるを得ない状況になってるんですけど、

これは救済措置何か考えていただきたい

ということですけども、プラス４メートル、

もしくはちょっと４メートルを切ってる

ところもありますけど、そういう道路の幅

を広げることも、ぜひ検討に入れていただ

きたいと思うんです。先ほどちょっと検討

すると言ってはりましたけど、ほんとに検

討していただきたいと思います。 

 それで、今道路拡幅は建築基準法第４２
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条第１項第２号道路について、道路の中心

線から２メートル４０センチ、幅で４メー

トル８０センチです。下がってそのＬ側溝

にした分は全額補助、これは寄附です、土

地を寄附する場合。それから、表面の無償

使用承諾を出す場合、半額ということにな

っていますけども、例えばもう一段、無償

承諾はしないけど、ちゃんと形態を整えて

バックしますという方には、４分の１を支

援するとか、何か新しい誘引策をつくって、

それはこの法第４３条１項但し書き空地

のところにも適用しますと。下がってもら

ったら何らかの支援をしますよというこ

とで、ずっと建ち替わっていったら、全部

の道路が太くなるということとか、何か考

えていただいて、これほっとかないで、今

はずっとほったらかしなんです、ほったら

かし。何にもほったらかしですから、何か

このほったらかしといいながら、道路とし

ての供用はしないといけないので、一部通

るなってブロックを積んだりする人がい

ますけど、それはまたいろいろ問題が起こ

っているんです。それは、駄目だとしては

るわけで、別府地域のほうでもそんなんあ

りました。市がガードマンを立てて、ガー

ドマンの費用を全部本人に請求したと、こ

ういうことがありましたけども、そういう

扱いなので。道路としては供用してもらわ

んと困るんやけども、管理もそれぞれです

よと、それから保証も何もしませんよとい

う道路なんで、これ何とか解決策というか、

今後将来にわたってどういうふうにして

いくかというのを、ぜひともこれは考えて

いただきたいと思います。 

 ちょっと一度、今いろんなこと言いまし

たけど、何かもう一遍そのことを含めて、

ちょっと今考え方を一遍教えていただき

たいと思います。 

 それから、千里丘三島線。ありがとうご

ざいます。よく分かりました。粛々と進め

ていただいておりまして、ありがとうござ

います。今もう既に木造の長屋のところも

お話を始めていただいてるということで、

当事者からもいろいろ聞いてますし、これ

は令和５年度完成を目指して、粛々とこれ

は進めてください。よろしくお願いしたい

と思います。 

 そして、もう一方で、これいつも言って

ますけども、千里丘ガードからの大型車の

通過を止めてある問題です。それと、香露

園１号線、そこが大型規制がかけられてい

ませんので、１０トンダンプがよく通ると

いう問題。これはセットでお願いしていた

わけですけど、ぜひそれと併せて一日も早

くこの香露園１号線の大型の規制がかけ

られるように、併せてお願いしたいと思い

ます。要望としておきます。 

 １２番目の交通バリアフリー整備のこ

とでございます。この歩道の段差解消など

は要望がある部分からやっていっていた

だいてるということでお聞きをしており

ます。バリアフリーについても、まだ手つ

かずのところも含めて、大きなところが残

っているのもよく承知しているわけです

けど、そういう意味で市民からの要望とし

て、やっぱり多いわけなので、そういう意

味では、しっかり取り組んでいっていただ

きたいという思いでご質問させていただ

いております。 

 道路の瑕疵について。ＬＩＮＥでどんど

ん通報いただけるような制度が１０月か

らスタートいたしましたけれども、先ほど

言った空地であっても、多分通報されてく

るんですよ。摂津市が管理しているしてな

い分かりませんから、送ってきはると思い

ますし、こういう段差も恐らく上げて、ど
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んどん上げてきていただきたいとも思っ

ています。やっぱりそういう風通しのいい

行政ということの構築になりますから、し

っかりそれについても対応していただい

て、できる限りの対応をお願いしたいとい

うことを要望しておきたいと思います。 

 併せて、ホームドアの話も前々から言っ

てますけども、今年はモノレールの南摂津

駅にできます。来年はモノレール摂津駅。

モノレールの駅は高さがありますから、実

際に危ないということでありますけども、

ＪＲも大きな駅から、ＪＲ大阪駅なんか今

設置を始めていますけど、順番に付けてく

ると思いますから、しっかりこれは要望し

ておいて、早くから要望しておいていただ

きたいんです。やっぱりやかましく言うと

ころほど先に付いていくような気がしま

すので、前も言いましたＪＲ千里丘駅の手

すりの取りかえの話なんかもしましたけ

ど、ＪＲ東淀川駅はまだ２０センチの幅の

ものが付いたままですから、誰も文句言わ

ないかもしれませんけど、やっぱりしっか

り言うことが大事やと思いますので、これ

も併せて、しっかり要望していただきたい

ということで、要望としておきます。 

 それから、次は公園維持管理です。話し

合いをしていただいて、除草の時期を合わ

すと、できるだけ合わせていくということ

ですので、これはよろしくお願いしておき

たいと思います。やっぱり散歩する人は、

両方ずっと来られますので、やっぱり伸び

てるんやったら同じように伸びてるよう

に、刈るんやったら同じ時期に刈っていく

というスタイルのほうがいいと思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、１０番目の指令・通信業務に

ついてでございますが、５市２町の協議は

もう１１月に、それぞれの首長の協議が開

始されるということで調印式が来年初頭

ですか、ということで粛々と進められてい

ただいてると思いますので、これはちょっ

と心配なところもないことはないですけ

ども、またじっくり中身を教えていただき

たいと思います。これは、粛々と進めてい

ただきたいと思いますので、これは要望と

しておきます。 

 それから、住宅用火災警報器、１７番で

す。これは枚方寝屋川消防組合も一つのア

イデアですね。こういうことを何とかやろ

うという思いなので、摂津市も訪問で全て

対応するというのも考え方かもしれませ

んけども、この７２．３％はやっぱり何と

か上げていくための努力、しっかりとこれ

からもお願いしたいと思います。要望とし

ておきたいと思います。 

 そして、応急手当の普及啓発事業です。

ＡＥＤの管理について、消防が中心になっ

てやっていただけると、当然消防署が管理

してるものや、公共施設にも大分置いてま

す。学校なんかにも置いてますから、こう

いうものは消防が中心となっていろいろ

管理をやっていただくとお聞きしていま

すので、そういう答弁でしたかな。なので、

しっかりとこれお願いしておきたい。いざ

というときに、やっぱり使えないというの

が一番残念なことになります。せっかく置

いてんのに、期限が切れてて古くてもう使

えないとかいうのは、非常に残念なので、

いつでもちゃんと使えるようにしておい

ていただくようにお願いしたいと思いま

す。これは要望とします。 

 １９番目、自主防災支援事業です。先ほ

どいろいろ言いましたけども、例えば避難

所の開設についてです。これは答弁では、

リスクが高いから市の職員がやるんだと

いうことでしたけども、このリスクをしっ
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かり背負って、特に地震があった後の利用

できるできないという判断を、この緊急防

災推進員がやられるわけです。やられるわ

けですけども、この判断するためにどんな

研修を受けてられるのか。ちょっとお示し

いただきたいと思います。 

 それから、提案をさせていただきました

けども、分散避難の中で、例えば事業所と

提携を結んでいっておられますけども、要

するに財産区が持ってるような公民館な

り集会所がありますけども、こういうとこ

ろとの提携なんかはどうなのか。ちょっと

答弁がなかったんですけど。 

 それから、コインパーキング、大きなコ

インパーキングもありますけど、こういう

ところなんかを借り上げることによって、

車の集積地、車で避難したところの避難す

る場所にも活用できます。万博のところの

駐車場は、そういう利用もしようとされて

るようですけども、市内にも民間の大きな

駐車場もありますから、そういうのはどう

ですかというふうにお聞きをしてますの

で、一度その考え方についてご答弁いただ

きたいと思います。 

 それから、２０番目の防災対策事業です。

防災サポーターについては、先ほどまた第

２次の防災サポーターの育成の中にも来

てもらったりするということも言われて

ましたけども、これは私の考えでは、やっ

ぱりスキルアップというのはしっかりと

やっていかないといけないと思うんです。

防災サポーターを育成しましたよという

だけでは、なかなか厳しいと思いますから、

これから自主的にやっぱり運営すること

を考えないと、全部市役所がコントロール

しようと思ったら、やっぱり駄目やと思う

んです。無理なんです、そんなん。仕事が

忙しいから、だからそうなると、もう市役

所の人たちの業務の中の一環でしかでき

ない。できたら、私はもう前々から言うて

ますように、自主的にスキルアップするよ

うな組織をつくっていっていただきたい

と思ってるわけですけども、そのことにつ

いてこれはもう要望しておきますけれど

も、ぜひそういう自主的な取り組みができ

る体制をお願いしたいと思います。 

 それから、防災士の資格取得につきまし

ても、去年よりも少し多くなっているとお

聞きをしていますけども、いろんなところ

でも周知されてるのは知っています。この

間の生涯学習市民の集いでもいろいろさ

せていただいたりとかしておりますので、

これからもしっかり周知をしていただい

て、これがうまいこと防災士とサポーター

が絡んで、地域にしっかり根づいていくと

いう、こういう組織体をつくっていただき

たいと思います。 

 それから、防災サミットについても、来

年１月頃にはということで考えてるとい

うことでございますので、これもしっかり

取り組んでいただきたいなと思います。ま

た、ちょうど３年前、国土交通省が補助金

を出した洪水防災情報標識であるまるご

とまちごとハザードマップというのがあ

りまして、９か所ぐらい摂津市で作りまし

た。その後ぱたっと、その後作られてない

んですけど、今回摂津市はモデル地域とい

うことでやっていただいたら、ぜひまたさ

らにこの国土交通省の費用で付けるハザ

ードマップのこの標識板、あんなんは付け

ていただきたいと思うんですけど、そんな

話はなかったですか。ちょっと一度お聞き

をしておきたいと思います。 

 それから、似たようなもので箕面市が今

年街区表示板のところにＱＲコードを付

けまして、それをかざすと最寄りの避難所
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の案内をしてくれるということを始めま

した。今年から段階的に設置していくとい

うことでございますが、こういったものも

情報として、ぜひちゃんと把握しといてい

ただいて、いいものはどんどん取り入れて

いただきたいと思うんですけど。併せて、

今のちょっと見解をお伺いしておきたい

と思います。 

○野口博委員長 答弁を求めます。 

 池上参事。 

○池上総務部参事 それでは、庁舎管理に

関するご質問にお答えさせていただきま

す。 

 雨漏りの原因が分からない、原因を調査

したのかということでございますけれど

も、雨漏りにつきましては、我々というか、

一般的に見て分かるところというか、でき

る範囲では調査をして原因が特定できれ

ば、しっかり修繕はしていってるんですけ

れども、シーリングの劣化等、何らかの原

因で剝がれておるという部分とか、あと亀

裂が入っているということにつきまして

は、これは足場を組んで大がかりな調査が

必要ということになりますので、そこまで

はしていないということでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、ＪＲ千里

丘駅東口のにぎわいの再創出といった内

容のご質問にお答えいたします。 

 千里丘駅西地区の市街地再開発事業に

おいて、西口駅前が２階部分で駅舎通路と

一体となることにより、東口と西口をつな

ぐ経路の人の往来がふえることから、東口

の連絡通路のリニューアルにつきまして

は、事業の進捗に合わせて担当課と連携を

図ってまいりたいと考えております。 

 なお、にぎわいの再創出につきましては、

所管課でございます都市計画課から答弁

申し上げます。 

○野口博委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、ＪＲ千里

丘駅東口の活性化、にぎわいの創出につい

てお答えいたします。 

 ＪＲ千里丘駅東口の活性化、にぎわいの

創出につきましては、ＪＲ千里丘駅西地区

の再開発に合わせて一体的に取り組んで

いくことが重要であると認識しておりま

す。具体的には、千里丘駅西地区のまちび

らき後のエリアマネジメントなどの取り

組みとして実施していくことになろうか

と思いますけども、一体的な取り組みに当

たりましては、フォルテ摂津の権利者の方

とか、管理組合、そういった方とエリアマ

ネジメントの主体となります民間の事業

者、こういったところの合意形成が必要に

なってこようかと思いますので、そういっ

たとこも踏まえまして、周辺地域の一体的

なにぎわいの創出の取り組みについて検

討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 では、質問番号

１９番の３回目のご質問にお答えいたし

ます。 

 まず、市の職員が避難所を開けるという

ことで、安全確認どうなんだ、どういう形

式をというところなんですけれども、正直

なところ、手引書を過去配りまして、徹底

していかなあかんところなんですけれど

も、おおむね説明はしましたが、まだまだ

この件は事務職員等でございますので、研

修を十分積み重ねていかねばならないと

認識しております。 

 また、洪水浸水想定区域に該当しない千

里丘地域での空地を確保すべきというご
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提案でございますけれども、摂津市におい

て浸水が大丈夫な地域、なかなか限られて

おりますので、委員がおっしゃるように、

コインパーキング等と何らかに備えて協

定を結ぶのは必要なことであると考えて

おります。 

 また、市が賃貸借出しておりますコイン

パーキング等は、何かあったときに、また

防災のために使えるように契約事項の中

で特約も入れております。 

 続きまして、質問番号２０番でございま

す。まるごとまちごとハザードマップでご

ざいますが、水害の恐ろしさを市民の皆さ

んに知っていただくために、現在１１か所

の公共施設に水害時の想定浸水を示して

おります。今後なんですけれども、公共施

設に限らずに人通りが多い幹線道路にこ

ういう看板、想定浸水の表示を入れました

掲示物を作っていきたいということで、今

大分用意を進めておるところでございま

す。 

 また、先進市、恐らくこれは箕面市だと

思うんですけれども、ＱＲコードで避難所

の案内が見られるような仕組み、これも聞

き及んでおりますので、先進事例研究して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 ちょっと前後しました

けど、高尾部長。 

○高尾建設部長 １０番、狭隘道路整備事

業のこれからの検討の内容ということで、

委員がご指摘のところは、現状の市の道路、

特にこういう市民の生活の足を支える道

路というところの中で、私道とか、みなし

道路が多く現存しているというところの

中で、課題があるということは認識してお

ります。 

 我々が、これまで市として管理している

道路というのは、道路法からのアプローチ

と、それから建築基準法からのアプローチ

があって、道路法からは、誰もが安全で円

滑に移動するという法律の下で、４メート

ル８０センチ以上の幅員であれば我々市

でしっかり管理していくという方針の下

でやってまいりました。それから、建築基

準法のほうで求められていますのが、建物

を建築する際には、前面道路が４メートル

以上ないと建築できないということで建

築の指導をするとともに、さらにネットワ

ークとするような近傍の道路からつなげ

ていかないと建築できないという現状が

あって、なかなかそういう道路が拡幅でき

ない。市が管理できないというような課題

があったということ。それから、現状の狭

隘道路整備事業は予算が大変限られてい

て、井上課長からもあったように、これま

で年間１０件未満というようなことにな

っていて、なかなか市域全体を解消してい

くには程遠い制度であったんで、今回それ

で見直そうということなんです。ただ、限

られた予算を拡充するのは、なかなか難し

いこともありまして、例えば千里丘西地区

の再開発、それから連続立体交差事業、そ

れから千里丘三島線の拡幅、阪急正雀駅前

の拡幅道路と、こういったものを今整備し

ていますので、その周辺地域で大きく開発

の需要、建築の需要というのが出てきてい

ます。そういったところで、現存する道路

がないということで、建築したくてもでき

ないというところがあるのは分かってき

ておりまして、そういったところに選択と

集中で予算を充当して、委員がおっしゃる

ような拡幅とかも含めて実効性のある、効

果のある制度に仕立てようということで、

現在検討中でありまして、来年度からその

制度ができるように検討を進めていると
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いうところでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 消防長。 

○明原消防長 私のほうから、１８番のご

質問いただきましたＡＥＤの管理メンテ

ナンスということについて、補足的に少し

答弁させていただきたいと思います。 

 ＡＥＤの管理に関しまして、従前統一的

な管理マニュアルがございませんでした

ことから、過去取り急ぎ暫定的に各施設管

理者に対して、消防から点検マニュアル、

また点検表ということをお示しさせてい

ただきました。現在全庁的なＡＥＤの管理

ということにつきまして、関係する課で協

議を行っているところでございますので、

また一定窓口の課といいますか、担当課と

いいますのが決まってきた暁には、またお

示しさせていただければなと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 それじゃ、もうこれで最

後にしたいと思いますけども、まず庁舎管

理です。先ほどお聞きをしますと、ゴンド

ラによってぶら下がって確認したわけで

はないということやと思いますけども、こ

れ応急処置でいいんです、応急処置。だか

ら、昨日も窓ガラスの掃除をしてはりまし

たやん、ゴンドラでぶら下がって。だから、

専門の人にちょっと見てもらって、それで

亀裂があったらちょっとコーキングしと

いてくれということで応急処置はできる

と思うので。そういう建設会社に相談した

ら行けると思います。屋上からゴンドラで

ぶら下がって、コーキング持っていって対

応することはそんな難しくないと思うん

です。だから、一遍ご検討いただきたいと

思います。費用もそんなにかからないと思

いますので、これは要望しておきます。 

 それから、８番目です。ＪＲ千里丘駅広

場の東口の活性化の話です。西口と併せて

今度検討していくということでございま

すので、商店の人からもそういう声も上が

っていますので、ぜひこれ前向きにといい

ますか、検討をよろしくお願いします。こ

れも要望としておきたいと思います。 

 それから、狭隘道路です。部長が答弁し

てくれはりましたけども、それはよく分か

ってるんです。分かった上で、この特に連

続立体交差事業と言われてましたが、千里

丘東４丁目、５丁目です。この中にひとた

び入ると、法第４３条第１項但し書き空地

があるわけです。片方は整備された道路や

のに、一歩入るともう。まちが古いからそ

うなってるんですけど、道がぼこぼこやと。

舗装もでけへんと、そういう道路になって

るということになりますので、私が言って

るのは、こういうところに面している人た

ちの、市民の総意の声やと思っていただき

たいと思うんです。ほんとに道路によった

ら、もう表面がごつごつしてしまって、高

齢者になると足が上がらないから引っか

かったりして歩きにくいっていう声も上

がってます。でも、どうもできないんです。

そういう声やと思っていただいて、何かこ

れ救済措置を考えていただきたいという

ことで、どこもそういう課題を持ってると

いうふうにおっしゃってましたけども、ど

この市も。こういう古い開発のとこはこう

なってると言ってましたけど、情報収集も

含めて、ぜひこれ何か改善できるようにと、

解決できるようにお願いしておきたいと

思います。これ要望としておきます。 

 それから、自主防災組織の支援について

です。なかなか緊急防災推進員は研修まで

いけてないと。要するにマニュアルは持っ
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てるけども、それ見てできるようにしてい

きたいという話でしたけど、だったら、今

すぐ地震があったときには、もうたちまち

できなくなるということになりますよね。

だから、何でも全て市がコントロールしな

いといけないということを、もう捨てたほ

うが私はいいと思います。それはもう理想

なんです。責任持って全部やることは理想

やけども、でけへんのですよ、それが。で

けへんから、いろんな災害地でもうお手上

げ状態といいますか、そういうことが発生

をしているんです。たくさんの支援物資が

来ても対応でけへんから、もう結局配れず

に駄目にしてしまうとか、そういうことが

起こってるんです。だから、最近はもうこ

の間の一般質問でも言いましたけど、連携

会議というのが主体になるんです。対策本

部よりも連携会議が主体になって、どんど

ん進めていく。これは、民間も入って、で

きる人にどんどん委ねていくというため

の会議です。だから、ボランティアもどん

どん入ってくるし、できる人に委ねるとい

う考え方に変えないと、もし今災害があっ

たら、今役所ができるものを、こういうの

もお手上げになってしまうということに

なりますので、まず考え方は、やっぱり民

間に、できる人は民間に。だって専門家は

何ぼでもいるんです、地域に。手伝うよと

いう人もいると思います。そういう人をぜ

ひお願いしますという姿勢をもって、防災

を考えていかないと、これからは考えてい

かないといけない時代になってると思う

んです。そういうふうに思いますので、そ

ういう意味でいろいろ細かいことを言っ

てますけども、そういうものを全部市役所

で受けるんじゃなくて、どんどんそういう

専門のところへ任せていけるような体制

をつくっていくいう防災が必要だと思い

ますので、そのことをぜひ指摘しておきた

いと思います。 

 それから、先ほどコインパーキングとか、

私の近所にもあります大きなコインパー

キング、イズミヤの駐車場もそうでありま

すし、それから、コカ・コーラウエスト株

式会社の横にも大きな駐車場があります。

これも摂津市です。結構な台数があります。

それから、ちょっと答えが何か出なかった

ですけど、財産区も集会所を九つ、そのう

ち浸水しないのは何個ですかね。五つぐら

いは浸水しないところにありますから。こ

ういうのもぜひ提携して協力してもらう

ことが可能だと思うんですけども、そうい

う小さなことをしっかり積み上げながら、

強化をしていっていただきたいなと思い

ますので、これも要望としておきたいと思

います。 

 それから、最近の取り組みとして、ちょ

っと紹介しておきたいのは、１１月１１日、

１２日と防災の会議がありまして、その名

前ちょっと忘れましたけども、それはテー

マが一人も犠牲にしないというのがテー

マになってまして、それはどういうことか

というと、大体被害者になるのは高齢者と

か障害者が多いんです。特に、高齢者、６

５歳以上の方がもう５０％、６０％という

ことで被害に遭ってるということで、被害

者をなくすためには、こういう人たちをし

っかり守っていくことが大事なんだとい

うことで、そういう会議が行われました。 

 その中で、今台風１９号を踏まえてワー

キングチームというのがありまして、そこ

でそういう高齢者とか、特に障害者なんか

は非常に被害に遭う率が高くなってるん

で、こういう人たちをどういうふうに守っ

ていくかということを検討されてるんで

すね。 
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 それは、個別計画。ケアプランっていい

ますけど、今、世の中がどんどん地域で高

齢者とかを介護する。在宅介護を中心に進

めていってますよね。 

地域包括ケアプランシステムといいま

すけども。こういうふうになると、どんど

ん災害で犠牲になる人がふえてくるんで

す。地域で介護をすると。それで、今その

介護のケアプランと一緒に災害のときの

ケアプランもつくっていこうという検討

がなされています。これを今法律化しよう

という動きがあって、今回の第８次のこの

プランには国のほうでは入れられなかっ

たんですけども、やがてこれプランの中に

入ってくると思います。 

 そうなると、ケアプランと一緒に福祉の

人たちが災害の防災のことについてもプ

ランをつくる。地域としっかり連動して、

そういう人たちを守っていくということ

になってくるんですね。これは、摂津市で

もやってるおねがい会員とまかせて会員

というのがあります。これは地域でそうい

う守る取り組みをされてますけど、それに

福祉関係者、ケアマネジャーとか福祉関係

者が一緒になって、その避難した後のこと

もしっかりプランまたつくっていくと。こ

れは、関連死が非常に多いということで、

せっかく避難したのに避難先で、また自宅

避難してて亡くなってしまう人が多いと

いうことで、そういう考え方を導入されて

いってますので、どうかそういうこともし

っかり情報を収集していただいて、しっか

り勉強していただきたいと思います。 

 それから、もう一つは、やっぱり経験し

てないことはできないということが前提

やと思うんです。だから、この間の長野市

の災害の後も検証をした報告書を出して

います。倉敷市真備町も報告書を出してま

すから、こういうものもしっかり目を通し

ながら、検証しながら、やっぱり経験して

ないけども、少なくともそれに近づいてい

けるような、この取り組みを生かしていた

だきたいなと思います。 

以上で質問を終わります。 

○野口博委員長 藤浦委員の質問は終わ

りました。 

 続いて、南野副委員長。 

○南野直司委員 おはようございます。 

 ようやく順番が回ってまいりました。今

回も令和元年度の決算審査ということで、

多くの市民の皆さんからいろいろお声を

聞いておりますので、市政運営にしっかり

と届けていくという思いで質問させてい

ただきたいと思います。 

 質問は１０個させていただくんですけ

ども、一つはもう１回目で要望で、あと九

つはもう２回目で要望ということでさせ

ていただきますので、よろしくお願いしま

す。 

 １点目の決算書５８、５９ページの雑入

の中の防災管財課の中の案内板広告掲載

料ということで、１３０万８，０００円。

いわゆる市役所１階の入ったとこのロビ

ーのデジタルサイネージのことだという

ふうに認識しております。これのちょっと

詳細をお聞かせいただきたいのと、それと

ちょっと併せて広告収入ということで、今

ホームページと広報にも広告収入という

ことでしていただいておりますけども、例

えばこれ岸和田市が取り組んでるんです

けども、公用車に５０センチ四方、もう少

し大きいかもしれませんが、マグネットシ

ートに事業者なりの広告を掲載して、動く

広告として実施をされています。それで一

定６，０００円ですか、岸和田市は６，０

００円の収入を得られてるわけですけど
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も、その辺の考えもちょっと併せてお聞か

せいただきたいと思います。 

 それから、２点目です。決算概要４６ペ

ージ、市立集会所管理事業ということであ

ります。昨日でしたか、課長から集会所の

全部の稼働状況が４０％ほどやったと思

うんですが、ご答弁ありましたけども、ち

ょっと一つに絞らせていただきまして、一

津屋の第６集会所の稼働状況、あるいは管

理体制、地域の方に管理していただいてる

と思うんですけども、お聞かせいただきた

いのと、併せて、これは摂津市の指定有形

文化財に指定されております。ということ

は、生涯学習課と連携体制なんか取ってお

られるのかどうか、ちょっとお聞かせいた

だきたいと思います。 

 それから、３点目であります。４８ペー

ジ、市有財産管理事業の中の樹木剪定等委

託料３３万７，４７７円の決算額というこ

とになります。旧味舌小学校跡地、今更地

になってます。更地になってますけども、

そういった跡地の剪定もこの予算でされ

てるのかどうか、ちょっとお聞かせをいた

だきたいと思います。 

 それから、４点目です。これはちょっと

要望にしときたいと思いますけど、５０ペ

ージの情報化推進事業ということで、電子

自治体の推進という観点で、令和元年度の

取り組みとしては、基幹システムの更新、

あるいはサーバーのクラウド化、それから

行政手続のペーパーレス化やＲＰＡのほ

うの調査研究ということで、これは電子自

治体の主な令和元年度の取り組みであり

ますけども、昨日に課長からもご答弁あり

ましたけども、一つはマイナポータルを利

用して３６５日２４時間、いつでもどこで

も自宅から、職場から市役所に行かんでも

申請ができるという、マイナポータルの一

つの取り組みですね。これは、コロナ禍の

中では非常に重要なことだなと思ってま

す。 

 それから、もう一つが大阪府が今、そう

いったサーバーっていうんですかね、電子

申請ができる一つのツールを何か研究し

ていただいてるというご答弁もいただき

ました。それから、もう一つは教育委員会

の保育所の申請でしたか、もうそれを利用

されたと、そういったのを利用されてると

いうことであります。どんどんどんどんそ

ういったことで新たな取り組みが出てく

るわけですけども、そこにしっかりと乗っ

かっていただいて、市民サービスの向上と

いう観点から、２４時間３６５日いつでも

どこでも電子申請ができることについて、

さらに取り組みを進めていただきたいと

思います。 

 もう一つは、副市長がいらっしゃるんで、

ご答弁はいいんですけども、担当課は変わ

りますが、産業振興課と市民課になると思

います。マイナンバーカードを利用した取

り組みの中で、マイナンバーカードのチッ

プの中の容量を使って、ポイントの取り組

みですね。例えば、商店街の活性化であっ

たり、マイナンバーカードを利用して、そ

ういう取り組みをしてる自治体が出てき

ております。そういったことも、今産業振

興課ではセッピィスクラッチカードとい

うことでやっていただいてますけども、将

来はマイナンバーカードを利用した、そう

いったポイント還元の取り組みも必要だ

なと思ってますし、マイナンバーカードに

関しましては、来年の３月から保険証も適

合されるということで、もう申し込みも始

まってるって認識しております。そういう

ことで、摂津市としての電子自治体の推進、

特に市民サービスの向上の観点から、しっ
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かりと取り組んでいただきますように、要

望としておきますのでよろしくお願いし

ます。 

 それから５点目、１１０ページの道路交

通課に係る一般事務事業の中の日本道路

協会負担金、それから大阪府道路協会負担

金、そして大阪府国道連絡会負担金６万円

と４万円と２万円という決算額ですけど

も、この負担金の取り組みの中身について、

お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、１１２ページです。市内循環

バス運行補助事業。そして、公共施設巡回

バス運行事業についてであります。この決

算審査に係る委員会が始まりまして、様々

委員からご質問ありましたし、ご答弁もあ

りました。私のほうからは、この市内循環

バスと公共施設巡回バスにおける、令和元

年度の利便性向上に向けた取り組みと、少

しかぶるかもしれませんけども、利便性の

向上に向けた取り組みと、それからもう一

点は、バス会社のほうも人材確保という面

で、非常に努力をされてるというふうに私

認識しておりますが、この運行の継続に対

して努力されたことも含めて、ご答弁いた

だきたいと思います。 

 それから、７点目です。１１８ページの

都市計画課の中の一般事務事業に当たる

と思います。生産緑地の取り組みについて

お聞かせいただきたいと思いますけども、

生産緑地の追加指定受付を開始しました

ということで、摂津市におきましても指定

面積要件を緩和する条例を平成３０年１

２月に制定しましたということで、これに

より１団で３００平方メートル以上の農

地を生産緑地に指定できるようになりま

したということで、関係者の方に説明会さ

れたり、あるいは受付もされておりますけ

ども、実績なんか、何人ぐらい来られたと

か中身をお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 それから、８番目です。同じく１１８ペ

ージの特定空家対策事務事業ということ

で、これもご質問に対してご答弁も様々あ

りましたけども、令和元年度の取り組みと

いうことで、令和元年度の空家等対策有識

者懇談会を開催されたと思うんですけど

も、そんな中で、空き家の利活用について

も様々ご意見が出てると思います。その観

点から、どんなご意見が出てたのかお聞か

せいただきたいと思います。 

 それから、９番目です。１２８ページ、

消防団車両・資機材整備事業ということで、

事業の概要について、簡単で結構です。お

聞かせいただきたいのと、予算審査のとき

に、私ちょっとご要望させていただいたん

ですけども、消防団が消防車両を運行時に、

やっぱり少しでもリスクを軽減するため

に、ドライブレコーダーの、一気にはいか

ないと思うんですけども、予算かかる話で

すから、車検あるいは法定点検で消防団車

両をお預かりしたときに、１台１台付けて

いただいてありがたいというふうに予算

審査のときに言わせていただいたと思う

んですけども、その考えについてお聞かせ

いただきたいと思います 

 それから、最後です。１０点目です。 

１３０ページの防災資機材及び備蓄用品

整備事業ということであります。 

 令和元年度におきましては、避難所運営

や停電に備えて発電機やランタン、毛布等

を各避難所に追加配備しますと。そしても

う一つは大阪北部地震、あるいは台風２１

号を経験した中で、ブルーシート及び土の

う袋をコミュニティー資機材倉庫に備蓄

してまいりますと、取り組んでいただいた

と思います。 
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 それで先日、三宅小学校跡地で実施され

た災害時の避難所設営訓練に行かせてい

ただいたときに、防災サポーターからちょ

うど摂津市内の各小学校とかコミュニテ

ィプラザにこんな備蓄品があることを知

ってるかとこの資料を頂いたんです。お菓

子とかお米とかすごい数で、いろんな備蓄

されているものを書いていただいた資料

をいただきました。 

 この資料は市内備蓄場所一覧というこ

とでいただいたんですけれども、これは市

民の方にこういった備蓄品をどこの場所

に保管しているかどうかというのを知ら

せていくということは、非常に大事なこと

だと思うんです。 

 例えば、多くありますけれども広報誌で

あったりホームページにこれを掲載して

いただけないかなと思います。その観点か

らちょっとお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 以上で終わります。 

○野口博委員長 池上参事。 

○池上総務部参事 まず歳入で広告案内

板の件ですけれども、この広告付き地図案

内板につきましては、平成２７年１月に公

募して始めたものでございます。そこから

また平成２９年１月に１台増設しており

ます。 

 それでこの分につきましては、市内企業

の案内広告ということで、１社が取りまと

めて掲載されているということで、その掲

載料を入として受けております。それが１

２０万円のプラス消費税であるというこ

とでございます。 

 それと公用車での企業広告ですけれど

も、他市で公用車にマグネットシールを貼

りつけて企業広告されているというのは

聞いておりますけれども、今までその分に

ついて摂津市では検討はしておりません。 

 モノレールやバスなどで、よく企業の広

告をしてますけれども、公用車につきまし

ては一定の走る時間帯もまちまちですし、

走っている稼働時間というのもまちまち

ということでございまして、料金設定とか

をどうしていいのかということもござい

ます。ご質問を受けてちょっと思ったこと

なんですけれども、そんなことも含めても

しやるならば考えていかなければならな

いなと思いますけれども、今のところは他

市の状況とかも分かりませんので、他市の

状況をまず調べてみたいと思います。 

 それと第６集会所についてですけれど

も、第６集会所の稼働率というか件数につ

きましては、平成２９年度、平成３０年度

は４８件、２８件と多かったんですけれど

も、それ以前については数件ということで、

これは稼働率が高くないというか、低いと

いうことになります。 

 あと管理体制ですけれども、こちらも他

の集会所と同様に地元の自治会に管理委

員会をつくっていただきまして、そちらの

ほうで管理をお願いしておるところでご

ざいます。 

 あと生涯学習課との連携でございます

けれども、市指定文化財ということになっ

ておりますけれども、この分については集

会所として台風のときでも被害を受けて

おりますので、その修繕等について生涯学

習課とも相談させていただいているかと

思いますけれども、あと運用の仕方とかに

つきましては、どうしていくのかというの

も常日頃しっかり連携が取れているかと

いうと、ちょっとそこまではできていない

というか、我々は集会所としての管理はし

っかりしておるんですけれども、あと文化

財としてどうしていくのかというところ
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まで一緒に話をしている、どこまでしてい

るのかというのはなかなか言えないです

けれども、情報交換はしておりますけれど

も、積極的な今後の使い方とか、そういっ

たところまでは至っていないと思います。 

 それと樹木の剪定委託でございますけ

れども、旧味舌小跡地の除草ですけれども、

おっしゃっているとおり、その剪定の使用

料、樹木の剪定の委託料の中で、味舌小学

校跡地の中の雑草の除去についてはそこ

で行っております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 永田参事。 

○永田建設部参事 それでは南野委員の

５番目の質問にお答えさせていただきま

す。 

 負担金につきまして、日本道路協会と大

阪府道路協会、それと大阪府国道連絡会、

それぞれ６万円、４万円、２万円と負担金

の内訳になっておりまして、まず日本道路

協会の主な事業についてご説明させてい

ただきます。 

 日本道路協会の主な事業は、道路及び交

通に関する企画、調査及び研究、道路及び

交通に関する広報及び啓発、道路及び交通

に関する研究及び講習会の開催、道路及び

交通に関する機関誌、図書、その他の印刷

物の刊行物などを行っております。 

 日本道路協会に入会し負担金を拠出す

ることで、道路に関する知識、情報を入手

し、道路行政の円滑な推進を図ることがで

きるものであります。 

 続きまして、大阪府道路協会につきまし

ては、大阪府内市町村を会員としておりま

して、道路整備を促進するとともに会員相

互の連携を図って、もって交通の発展に寄

与し、公共福祉の増進に寄与することを目

的としております。 

 具体的な活動としましては、道路の講習

会、講演会、関係法令の説明会等の参加及

び監査、開催、そのほかには道路網の整備

促進のため、道路財源の充実確保について

関係先へ要望等を行っております。 

 大阪府国道連絡会につきましては、大阪

府域の国道の整備促進及び適切な維持管

理を支援することにより、より快適な道路

環境を実現し、住民の安全確保と生活の安

定、向上を図ることを目的とし、大阪府域

の国道沿線の市町村をもって構成してお

り、本市におきましては近畿自動車道を高

速自動車国道と位置づけ、沿線市であるた

め会員となっております。 

 これらの活動を通して、道路に関する知

識、情報を入手し、道路行政の円滑な推進

を図るとともに、会員相互の連絡を図り、

もって交通の発展に寄与し、公共の福祉の

増進に寄与することを目的としており、ま

た道路網の整備促進のため道路財源の充

実、確保について要望を行っている状況で

ございます。 

 続きまして、６番目の市内循環バス及び

公共施設巡回バスの令和元年度の利便性

向上に向けた取り組みと、人材確保、運行

の継続についてのご質問にお答えさせて

いただきます。 

 まず公共施設巡回バスにつきましてで

すが、こちらにつきましては令和元年度の

利用状況につきまして、平成３０年１０月

からデザインも一新した２台で運行を開

始し、市民の要望に応え、利便性の向上に

努めております。 

 令和元年度の状況につきましては２台

運行ということもあり、平成３０年度と比

較しますと約１．５倍の増加で、２万２，

５００名の方々が利用している状況で、一

定利便性が向上した取り組みが果たせて
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いるのかなと考えております。また令和元

年６月には味生公民館の敷地内におきま

してベンチを設けさせていただき、利用者

の負担軽減をするような対策にも努めた

ところでございます。 

 市内循環バスにつきましては、平成２７

年３月には府道十三高槻線の側道の交通

開放に合わせ、阪急正雀駅まで延伸したこ

とでＪＲ千里丘駅、阪急正雀駅、阪急摂津

市駅の３駅と連絡するとともに、朝夕の通

勤、通学の時間帯にも利用できるように運

行時間の延長を行い、利便性向上に努めて

まいりました。 

 そのような中、バス事業者である近鉄バ

スから運転手不足によりほかの営業路線

にも影響が出るため、これまで二人体制に

より運行していたところを１名体制に変

更したいという旨の通知がありました。本

市としましても現状維持に努めるよう協

議を重ねましたが、昨年４月から運行体制

が見直しとなっております。 

 そのため、これまで運転手の交代勤務に

より全バス停を循環する便数１１便を確

保して運行しておりましたが、労働基準法

に基づく運転手の休憩時間を設ける必要

があることから、一部の便で鳥飼車庫へ戻

るルートが生じ、全バス停を巡回できない

という状況となっております。 

 令和元年度の利用状況につきましては

そのような状況もあり、平成３０年度と比

較しますとダイヤ変更の影響で２割ほど

の減少となっております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、生産緑地

についてのご質問にお答えいたします。 

 生産緑地につきましては委員がお示し

のとおり、平成３０年１２月に摂津市生産

緑地地区の区域の規模に関する条件を定

める条例を制定しまして、一団の土地３０

０平米以上で生産緑地地区に指定するこ

とが可能となりました。 

 条例制定後に説明会を４回開催してお

りまして、その後１２名の方から申請があ

りました。２０筆、約１．３１ヘクタール

の地区につきまして、令和元年度に本市都

市計画審議会を経て、生産緑地地区に指定

いたしました。 

 そのうち４名の方から申請された５筆、

約０．１５ヘクタールの地区が条例制定に

より指定が可能となったものでございま

す。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 寺田課長。 

○寺田建築課長 それでは、８番目の質問、

有識者懇談会での利活用状況のお問いで

ございました。 

 まず有識者懇談会におきまして、利活用

に関する内容といたしましては大きく３

点ございます。 

 一つ目は所有者ご自身の問題に関わる

内容で、やはり遠方居住でいらっしゃる場

合がございますので、その適正管理の方法

というところでの問題提起という内容と、

２点目が空き家をそのままお使いになる

ケースもございますが、跡地になった後の

活用の方法、そういうところでの使い方と

いうような点でのご意見もいただいてお

ります。 

 最後に３点目でございますが、やはり地

域のプロの不動産の専門家、これによる売

買であったり賃貸、適正管理と、そういう

ようなご提案のご趣旨でご意見、ご助言を

賜った状況でございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 木下課長。 
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○木下消防警備課長 それでは、質問番号

９番、消防本部警備課所管であります消防

団車両・資機材整備事業、まずは令和元年

度における事業概要についてお答えいた

します。 

 消防団車両・資機材整備事業につきまし

ては、消防団の車両、または資機材を安全

かつ円滑に運用を行えるよう、維持管理及

び整備を行う事業でございます。 

 具体的には維持管理のための消耗品費、

運行に使用する燃料費、また車検や法定点

検、一般修理などで必要な修繕料、自動車

保険加入のための保険料、車検時に発生す

る公課費、自動車重量税、そして手数料と

いたしましてポンプの作動状況を確認す

るため、消防ポンプ性能点検を実施いたし

ております。また令和元年度では該当はあ

りませんでしたが、消防団車両に積載して

おります小型動力ポンプの更新整備につ

いては、計画的にこちらの事業で実施いた

しております。 

 それから次に、消防団車両へのドライブ

レコーダーの設置の考え方についてお答

えさせていただきます。 

 現在、消防団員の方々には災害出動や、

その他訓練出動時等、消防団の車両を運用

される際は、摂津市消防団活動マニュアル

の中の消防団車両の安全運転管理の規定

に基づきまして、くれぐれも事故のないよ

う努めていただいております。 

 しかし事故を全くゼロにすることはな

かなか難しいことでございます。副委員長

ご指摘のとおり、消防団車両へドライブレ

コーダーを設置することにより、万が一の

事故発生時の状況確認はもちろんのこと、

事故防止の抑止力にもなり、高い効果が見

込まれるものと消防本部においても検証

いたしております。 

 副委員長からは以前よりご提案いただ

いていることを真摯に受け止めまして、消

防本部では設置に向けて検討を重ねてま

いりましたが、やはり全ての消防団車両２

９台に対し、同時にドライブレコーダーを

設置することは、副委員長のご質問にもあ

りましたとおりそれなりの予算が必要と

なりますので、今後といたしましては予算

のやりくりを工夫いたしまして、計画的に

設置を実現していく方向で検討してまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 では質問番号

１０番、決算概要１３０ページの防災資機

材及び備蓄用品整備事業につきまして、備

蓄品で何をどこに備蓄しているかをあら

かじめ市民の皆さんに知っておいていた

だくべきというご質問でございます。 

 このような備蓄品は、市民全体の貴重な

財産でございますし、災害時にどこに何が

あるかを皆さんに知っていただかなけれ

ば、活用がなかなか厳しい状況になってし

まいます。 

 それであらかじめ平時のうちから、どこ

にどのようなものが幾つぐらい保管され

てあるのかということで、現在、大阪府が

指定します重点１１品目に関しまして、数

量や保管先をホームページで早々に公開

できるように、今準備を進めておるところ

でございます。もう間もなく公開できる予

定でございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 南野副委員長。 

○南野直司委員 ご答弁ありがとうござ

います。 

 それでは、１点目の案内板広告掲載料の

中身について、それから公用車広告の考え
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方について課長からご答弁いただきまし

た。 

 どうか他市の事例も研究していただい

て、このような方策で広告収入が少しでも

出るように努力していただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。これは

要望としておきます。 

 それから２点目の市立集会所管理事業

の中で、第６集会所の稼働状況、あるいは

管理体制につきましてご答弁いただきま

した。そして生涯学習課との連携というこ

とであります。 

 今、シティプロモーションということで

やっております。摂津市の魅力を全国に発

信していくんだという取り組みをしてい

ただいております。 

 そして鳥飼地域に光が当たりまして、グ

ランドデザインということでスタートを

切っておりますけれども、一方で南摂津地

域といいますか、別府、一津屋、東別府、

南別府町になるんですけれども、そちらの

ほうにもしっかりと光を当てていくので

あれば、僕はこの大正２年に建築されたい

わゆる芝居小屋、私も一般開放のときに見

学に行かせていただいたんですけれども、

そんな中ですごく感動しました。 

 担当課としては生涯学習課になってし

まうかも分かりませんけれども、副市長も

いらっしゃるので言わせてもらいますが、

それは耐震の問題で中に入れないとか、い

ろいろあると思うんですけれども、すばら

しいこれは集会所だと、皆さんも認識して

いただいておると思いますので、どうか摂

津市の魅力として発信できるような今後

の取組を、予算はかかるかもしれませんけ

れども進めていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。これは要望と

しておきます。 

 それから３点目の市有財産管理事業の

中で、これは樹木剪定で草刈りの話なんで

すが、これは委員会で言うことじゃなかっ

たかもしれないですけれども、旧味舌小学

校の跡地に関しましては正雀ひかり園が

オープンしまして、それから地域の方にと

ってはうれしい話で、体育館もスタートを

切ります、建設されます。そしたらあと半

分、約半分の土地が余るんです。物すごい

やっぱり草が生えておりまして、それでそ

の体育館建設における資材置場として、そ

の空地は利用されるわけで、半分ぐらいは

草を剪定していただいているんですけれ

ども、薫英学園との間の道路にも、物すご

く草が生えています。 

 それでもちろん刈っていただいてるん

ですけれども、どんどんまた生えてきて、

そこにごみは捨てられる、いろいろペット

のおしっこもかけられるということで、地

域の方からは本当に多くのお声を聞いて

おりますので、どうか維持管理をしっかり

としていただきたいと思います。 

 小さな未就学児の子ども、あるいは中学

生、小学生、高校生、たくさんの方が、地

域の方も含めて通る場所ですので、どうか

よろしくお願いします。要望としておきま

す。 

 それから次に、５点目の道路交通課の中

の各負担金の中身について課長からご答

弁いただきました。 

 この令和２年１０月に市民意識調査と

いうことで出されました。その中の道路が

安全で移動しやすいまちにしますという

ところで、やはり満足度がほかの施策に比

べてやっぱり一番低かったと僕は認識し

ております。各年代別においても一番満足

度が低かったです。 

 それで市の道路におきましては、一生懸
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命に改修工事を頑張ってしていただいて

いるんですけれども、やはり摂津市の中に

は大阪府の道路がたくさんありまして、僕

が本当に認識しておりますのは千里丘正

雀一津屋線なんです。 

 それで毎年、大阪府のほうに要望に行っ

ていただいているんですけれども、なかな

か市民の人は納得していただけないのが

現状であると。 

 鳥飼大橋の架け替え、それに伴っての歩

道の設置事業を今していただいてます。ま

た阪急京都線連続立体交差事業、それから

十三高槻線の開通に向けて、今大きい事業

は本当に大阪府と連携を取りながら進め

ていただいてるんですけれども、やはり生

活道路にも申し訳ないですけれども、都市

計画としてはなくなりましたけれども、ど

うか目を向けていただきたいなと、部長も

いらっしゃるので、大阪府のほうへ引き続

き要望していただきたいと思います。 

 一番私が認識している中で声をいただ

いているのは、第四中学校の正門前から別

府の交差点までの間が本当に歩道がない

状況で、ダイキンサンライズという会社が

あって、そこには車椅子の方も働きにいっ

ておられます。歩道に入って車道に出て、

歩道に入って車道に出て車椅子でいつも

通っておられる姿、それから第四中学校の

生徒の通学路にもなっております。 

 そういった大阪府の道路の、生活道路に

もしっかりと目を向けていただきたいな

と思いますので、どうかよろしくお願いい

たします。これは要望としておきます。 

 それから６番目のバスについて、利便性

向上と努力されたことについて、令和元年

度の取り組みということでご答弁いただ

いたわけであります。 

 今、十三高槻線、正雀校区の摂津市側は

完成して、それで吹田市のほうにも抜けま

す。それから豊中岸部線も開通しますと、

やはり国立循環器病研究センターのほう

までバスが回れる可能性もあるわけです。

そういったことをもちろん今視野に入れ

ていただいていると思いますけれども、少

しでも利便性向上に向けて取り組んでい

ただきますようによろしくお願いします。 

 そしてバス停まで行けない高齢者の方、

例えば介護認定を持っておられる高齢者

の方、あるいはけがをされてどうしても歩

いていけないという方に関しては違う方

策で、福祉のほうでまた連携を取っていた

だいて、違う方法では足の確保というもの

を、どうか福祉をよろしくお願いします。

進めていただきますように、よろしくお願

いします。要望としておきます。 

 それから７番目の、まずは生産緑地の実

績についてご答弁いただきました、分かり

ました。 

 摂津市は１４．８７平方キロメートルと、

大阪府の中でもコンパクトなまちで、多く

は準工業地帯ということであります。 

 その中での農地というのは、すごく僕は

重要なことだなと、農地を確保していくと

いうことはすごく重要なことだと思いま

すので、どうか引き続きこの生産緑地の取

組に取り組んでいただきますよう、よろし

くお願いします。要望としておきます。 

 次の８番目の空家等対策有識者懇談会

の取り組みの中身について、課長からご答

弁いただきました。 

 現在、大阪府宅地建物取引業協会、それ

から公益社団法人全日本不動産協会と連

携を取りながら、空き家の利活用、相談に

乗りますということで取り組んでいただ

いております。この取り組みに関しては高

く評価しておるところであります。 
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 しかし様々なハードルがあって、なかな

かスムーズには行かないと思いますけれ

ども、引き続き一つ一つ取り組んでいただ

きますように、改善に向けてよろしくお願

いいたします。 

 それで９番目の消防団車両の取り組み、

それからドライブレコーダーの設置につ

いて、どうかよろしくお願いいたします。 

 消防団としましては、もちろん様々な緊

急出動、あるいは夜警でも消防車両を使い

ながら地域を回るわけです。いろんな事件、

事故に遭遇するかもしれません。そういっ

たときにでも、ドライブレコーダーの映像

を警察のほうに提出することもできます

し、そういった面で費用対効果はあると思

いますので、どうかよろしくお願いいたし

ます。要望としておきます。 

 それから最後の、備蓄品を公開してほし

いということで、もうすぐ公開されますと

いうことで課長から答弁がありました。ど

うかホームページ、あるいは広報誌への掲

載をよろしくお願いします。 

 それともう一つは、段ボールなどは備蓄

しますと傷むから、備蓄はあまりできない

という、そして市内の事業所ともう一つの

事業所で協定を結んで、災害時には運んで

もらうんですということで教えていただ

いております。 

 どうかそういったことも下のほうにち

ょっと書き加えていただければ、なお市民

の方は、備蓄に関してはどうなっているの

だ、資機材に関してはどうなっているのだ

ということで、ホームページを見たら一目

で分かると思いますので、どうかよろしく

お願いします。 

 以上で質問を終わります。 

○野口博委員長 南野副委員長の質問が

終わりました。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１１時３３分 休憩） 

（午前１１時３３分 再開） 

○野口博委員長 それでは再開いたしま

す。 

 引き続き、認定第１号所管分の審査を行

います。 

 補足説明をお願いいたします。 

 最初に、大橋市長公室長。 

○大橋市長公室長 認定第１号、令和元年

度摂津市一般会計歳入歳出決算のうち、市

長公室が所管しております事項につきま

して、決算書の事項別明細書の目を追って、

その主なものについて補足説明をさせて

いただきます。 

 まず歳入でございますが、４８ページ、

款１６府支出金、項２府補助金、目１総務

費府補助金は、人権相談事業等に係る総合

相談事業交付金でございます。 

 ５２ページ、項３委託金、目１総務費委

託金は、大阪府からの人権啓発活動事業全

般に係る人権啓発活動委託金でございま

す。 

 ５４ページ、款１８寄附金、項１寄附金、

目１寄附金は、人間基礎教育に係る事業へ

の指定寄附金でございます。 

 ５８ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入は、広報課における広報紙広告掲

載料、ホームページ広告掲載料、人事課に

おける派遣職員給与等負担金及び一般職

非常勤職員等雇用保険個人掛金、人権女性

政策課における男女共同参画センター主

催講座受講料などでございます。 

 次に、歳出でございますが、一般会計全

体に係ります人件費関係の決算につきま

しては、決算概要２４ページの給与費決算

額調に記載いたしております。 

 令和元年度に支出いたしました給与費
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の総額は、５１億６，９９８万５６３円で、

前年度に比べ２．２％、１億１，５３０万

９，７４４円の減額となっております。 

 給与費の内訳といたしましては、報酬で

２億４，３２９万９，４５８円、給料で２

０億９，９８２万７，０６０円、職員手当

等で１９億２，１０２万３，８３９円、共

済費で９億５８３万２０６円の執行とな

っております。 

 給料では、前年度に比べ０．２％、４３

１万２，２６２円の増額となっており、こ

れは令和元年人事院勧告による平均０．２

１％増の給料改定が主な要因でございま

す。 

 職員手当等では、前年度に比べ５．１％、

１億３６０万３，９３６円の減額となって

おり、これは退職手当が３億４，１７８万

６，３５９円の執行で、前年度に比べ２５．

６％、１億１，７８３万４，４６３円の減

額となったことが主な要因でございます。 

 次に、人件費以外の主な内容を一般会計

歳入歳出決算書によりご説明申し上げま

す。 

 まず総務費についてご説明いたします。 

 決算書７４ページから８０ページ、款２

総務費、項１総務管理費、目１一般管理費

は、市長公室全般の事務執行に係る経費の

ほか、一般職非常勤職員等への賃金、秘書

派遣、職員健康診断、採用及び昇任試験問

題の作成や、職員研修実施等に係る委託料、

職員厚生課に対する補助金、各種職員研修

や全国市長会等の負担金などでございま

す。 

 ８０ページから８２ページ、目２文書広

報費は、広報せっつの発行及び配布等に係

る経費のほか、ホームページの保守やシテ

ィプロモーションの推進に係る経費など

でございます。 

 ８４ページから８６ページ、目５企画費

は、政策推進課の事務執行に係る経費など

でございます。 

 ８８ページ、目１１女性政策費は、男女

共同参画推進審議会開催に係る経費のほ

か、啓発紙の発行等に要した経費でござい

ます。 

 ８８ページから９０ページ、目１２男女

共同参画センター費は、男女共同参画セン

ターにおける相談事業や講座開催、ウィズ

せっつカレッジの開催等に係る経費のほ

か、活動専門員等への賃金などでございま

す。 

 ９４ページから９６ページ、目１７諸費

は、人権啓発等に係る経費でございます。 

 最後に、２２８ページ（４）出資による

権利でございます。 

 一般財団法人アジア・太平洋人権情報セ

ンター出捐金については、各団体からの出

捐金で構成される基本財産の一部が取り

崩されたため、本市の権利につきましても

当該出捐金割合に応じ、８万３，４０７円

の減少となったものでございます。 

 以上、市長公室の所管いたします決算内

容の補足説明とさせていただきます。 

○野口博委員長 続きまして、橋本総合行

政委員会事務局長。 

○橋本選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局長 それ

では、認定第１号、令和元年度摂津市一般

会計歳入歳出決算のうち、公平委員会、固

定資産評価審査委員会、選挙管理委員会及

び監査委員事務局に係ります項目につき

まして、決算書の目を追って補足説明をさ

せていただきます。 

 まず歳入でございます。 

 ４６ページ、款１５国庫支出金、項３委

託金、目１総務費委託金、節３選挙費委託



- 24 - 

 

金は、参議院議員通常選挙費委託金及び在

外選挙人名簿登録事務委託金でございま

す。 

 ５２ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目１総務費委託金、節４選挙費委託金

は、府議会議員選挙費委託金及び府知事選

挙費委託金でございます。 

 次に、歳出でございます。 

 ８６ページ、款２総務費、項１総務管理

費、目７公平委員会費は、委員報酬及び事

務的な経費でございます。 

 同じく、目８固定資産評価審査委員会費

は、委員報酬及び事務的な経費でございま

す。 

 １０４ページ、項４選挙費、目１選挙管

理委員会費は、委員報酬及び事務的な経費

でございます。 

 同じく、目２参議院議員通常選挙費は、

令和元年７月２１日執行の参議院議員通

常選挙の執行経費でございます。 

 主なものといたしましては、投票立会人

等の報酬、従事職員等の人件費及びポスタ

ー掲示場設営撤去委託料などでございま

す。 

 １０６ページ、目３府議会議員選挙費は、

平成３１年４月７日執行の大阪府議会議

員選挙の執行経費でございます。 

 主なものといたしましては、選挙公報配

布委託料、ポスター掲示場撤去委託料及び

選挙器具費などでございます。 

 １０８ページ、目４府知事選挙費は、大

阪府知事退職の申立てに伴い、平成３１年

４月７日執行の、府議会議員選挙と同日と

なった選挙の執行経費でございます。 

 主なものといたしましては、投票立会人

等の報酬、従事職員等の人件費、選挙業務

委託料などでございます。 

 なお、府知事選挙及び府議会議員選挙に

つきましては、平成３１年３月にそれぞれ

告示されましたことから、２か年に分けて

の府委託金の収入並びに支出となってお

ります。 

 最後に１１０ページ、項６監査委員費、

目１監査委員費は、委員報酬及び図書の追

録などに係る事務的な経費でございます。 

 以上、決算内容の補足説明とさせていた

だきます。 

○野口博委員長 続きまして、岩見会計管

理者。 

○岩見会計管理者 引き続き、会計室所管

分につきまして、認定第１号、令和元年度

摂津市一般会計歳入歳出決算の主なもの

につきまして補足説明をさせていただき

ます。 

 まず歳入でございます。 

 決算書５６ページ、款２０諸収入、項２

市預金利子、目１市預金利子は、歳計現金

などに係る預金利子でございます。 

 続いて６４ページ、項４雑入、目２雑入

のうち、６５ページ中段上に記載しており

ます会計室分として、上下水道事業会計か

らの収入は、指定金融機関に対する派出窓

口業務事務手数料を市会計と水道及び下

水道事業会計で３等分した、その３分の２

の実費負担分及び上下水道部が徴収して

おります使用料の口座振替手数料を一括

して市会計から金融機関に振替手数料を

支払っておりますことから、水道事業会計

よりその実費分を徴収いたしたものでご

ざいます。 

 続いて歳出でございます。決算書７６ペ

ージをご覧ください。 

 会計室に係るものといたしましては、款

２総務費、項１総務管理費、目１一般管理

費のうち、会計室所管分の旅費は、市外金

融機関への検査などに出向いた交通費、ま
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た需用費会計分の消耗品費は庁内に配付

する事務用品などの購入や、印刷製本費は

市の封筒や賞状用紙の印刷に係った経費

等でございます。 

 次に、８２ページ、目３会計管理費は、

会計室の出納事務に係る経費で、主なもの

は役務費の手数料で、派出窓口業務事務手

数料や、口座振替手数料などの費用でござ

います。 

 委託料はこれまで各課が処理しており

ました、市会計分の電気、水道、ガス、電

話代など、納付書で支払いをしていたもの

を一括して会計室に各事業者から事前通

知をいただき、その料金を口座振替するた

め、財務会計システムを改修した経費でご

ざいます。 

 次の使用料及び賃借料のうち回線使用

料は、ただいま説明させていただきました

公共料金支払いの事前通知に係った経費

等でございます。 

 以上、簡単ではございますが、所管いた

します決算内容の補足説明とさせていた

だきます。 

○野口博委員長 説明が終わり、質疑に入

ります。 

 塚本委員。 

○塚本崇委員 それでは質問に移らせて

いただきます。 

 まず先日の委員会内において、建設部の

一部、また教育総務部の一部です。時間外

手当の予算と決算金額が一致していると

いうことを指摘させていただきました。 

 その際に、適切に執行されている旨のご

答弁をいただきましたので、まずは人事と

して人件費に関する予算の組み方につい

てご説明をお願いいたします。 

 二つ目の質問でございます。決算概要の

４０ページ、労働安全衛生事業、こちらに

ついてどのような取り組みをされている

のかお教えください。 

 続きまして、質問３番、決算概要の４０

ページ、階層別能力開発事業、職種別能力

開発事業、組織課題別能力開発事業につい

て、それぞれの概要をお教えください。 

 続きまして、質問４番、こちらは決算概

要４４ページ、シティプロモーション推進

事業について。 

 シティプロモーション推進事業（新規）

となっておりますが、新規ですので新しい

事業かと思いますので、その概要について

お教えください。 

 続きまして、質問番号５、会計室回線使

用料、決算概要の４６ページ。 

 先ほど簡単にご説明がありましたが、こ

ちらは一般回線でございましょうか。その

回線の安全性、秘匿性について分かる範囲

で結構ですのでお教えください。 

 続きまして、質問番号６、決算書の４８

ページ。 

 款１６府支出金、項２府補助金、目１総

務費府補助金のうち総合相談事業交付金

について、その内容をお教えください。 

 続きまして、質問番号７、決算概要５２

ページにおいて電話相談の実施について。 

 男女共同参画推進事業において電話相

談の実施とございますが、全体の電話によ

る相談の件数及び内容について、分かる範

囲でお教えください。うち男性の相談の件

数をお教えください。 

 続きまして、質問８、決算概要５２ペー

ジ、男女共同参画事業推進事業のうち、食

料費の内訳についてお教えください。 

 それから質問番号９番、決算概要の６６

ページ、ポスター掲示場設営撤去委託料に

ついてお尋ねいたします。 

 令和元年度においては参議院議員選挙
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で２６２万８，１８０円の支出、府知事選

と府議選は投開票日が重なることから、府

知事選で９１万５，６２４円、府議選で８

０万７，１０５円が支出されております。

合計される金額が参議院選挙においての

設営撤去費用が約９０万円を上回ってお

りますので、その内容についてお教えくだ

さい。 

 以上になります。よろしくお願いいたし

ます。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、私のほうから

１番目から３番目までのご質問に答弁さ

せていただきます。 

 まず１番目の人件費の予算の組み方と

のお問いでございましたけれども、人件費

につきましては採用、退職の見込み、ある

いは制度改正等、この辺りを加味して各職

員別に年間の給料というのを出しており

ます。 

 それでこの形で予算を組むわけですけ

れども、ご質問にございます時間外等につ

きましては、一定の変動要因というのがご

ざいます。 

 それでこの部分につきましては、各課の

年度ごとの事業見込みも踏まえた、時間外

の時間数による人件費の査定というのを

行いまして予算組みをしてございます。そ

れで年度内においては、その予算、時間を

しっかりと各課で管理するという形で執

行している、そういう状況にございます。 

 それから２番目の労働安全衛生事業の

ご質問でございます。 

 取り組みといたしましては、安全衛生委

員会というのを庁内で設けてございまし

て、内容といたしましては公務災害、事故

防止、それから研修等、啓発関係も含めま

して、この安全衛生委員会で議論を行い、

必要なものについては購入するというこ

とで執行を行っております。 

 それで昨年からは職員数等、委員会の法

定の設置要件にかかわらず、全職員が情報

を共有できる、また啓発が有効に行えるよ

うな、委員会の管理体制の再構築というの

を行っておりまして、その中で、産業医の

委嘱でありますとか、安全衛生管理者等の

選任も行いながら災害発生の防止等に取

り組んでいるところでございます。 

 それから研修の関係で、各研修項目です。

能力開発事業につきましての概要という

ご質問でございましたけれども、まず階層

別につきましては経験年数、それから役職

に応じて求められる能力の育成を目的と

しておりまして、一例を挙げますと課長代

理等に対する課題解決力研修、これなどは

高い成果を上げる職員の行動特性である

とか、組織力向上についての研修を行うな

ど実施いたしております。 

 それから職種別につきましては、専門職

等、各職場で必要な専門能力の育成を目的

としておりまして、保育士、または技術職

等、必要な専門知識を得るための派遣研修

等を行っているところでございます。 

 組織課題別につきましては、組織全般に

必要な組織能力の育成を目的としており

まして、一例を挙げますと新規採用職員の

人権連続研修など、年間を通じて行ってお

りまして、それぞれ具体的な研修内容につ

きましては事務報告書のほうに記載させ

ていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、シティ

プロモーション推進事業の概要について

お答えいたします。 

 昨年度、市の魅力あるブランドを確立し
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て、市の魅力を市の内外に広くアピールす

ることが重要であると考えまして、まずは

本市の魅力づくり、魅力発信の方向性を示

すシティプロモーション戦略を策定いた

しました。 

 その策定に当たりまして、その基礎資料

となります職員アンケートとか、また市内

外住民アンケート、そちらから市の強みと

か弱みの分析も行いまして策定いたしま

した。またそれに付随いたしまして、市の

魅力情報をまとめました市のＰＲリーフ

レットも作成したものであります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 井口会計室長。 

○井口会計室長 それでは、会計室に係り

ますご質問にお答えいたします。 

 回線等利用料についてのご質問でござ

いますが、これにつきましては市が電気、

ガス、水道、電話等の公共料金を口座振替

で支払うためのシステムの構築、またデー

タ伝送に係ります回線の月々の利用料で

ございます。 

 これまで公共料金に係ります支払いに

つきましては、相手方事業者からの振込用

紙を使用して、毎月担当課が作成いたしま

す支出命令書ごとに支払いを行っており

ましたが、今回りそな銀行が提供いたしま

す公共料金事前通知サービスというシス

テムを利用いたしまして、会計室におきま

して一括で口座振替払いが可能となった

ものでございます。 

 また回線の種類でございますけれども、

これは一般回線を使用しておりまして、り

そな銀行と専用回線を結んでおります。 

 将来的にＩＳＤＮの使用がなくなると

いうことを聞いておりますので、令和４年

に向けてＬＧＷＡＮ系にレベルアップさ

せて、安全性を確保してまいりたいと考え

ております。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、人権女性政策課に関わります、質問番

号６番から８番についてのご質問にお答

えいたします。 

 まず６番の総合相談事業交付金につい

てですが、住民の自立支援、福祉の向上に

役立つように、市が地域の実情に沿って取

り組む相談事業を支援及び促進するため

に、府から交付いただいている交付金に当

たります。 

 具体的にお話しさせていただきますと、

人権女性政策課の人権なんでも相談、産業

振興課の地域就労支援相談、教育支援課の

進路選択支援相談、以上三つの相談事業に

要した費用について、大阪府のほうから交

付金を受けたものです。 

 続きまして、７番の男性電話相談につい

てのご質問にお答えいたします。 

 男らしさの固定観念などにより、精神面

で孤立しやすい傾向にある男性の相談に

応じること、気持ちの共有をすることで課

題解決するために男性電話相談を実施し

ております。 

 件数につきましては、平成２９年度が９

件、平成３０年度が４件、令和元年度が４

件となっております。 

 内容に関しましては、性についての相談

でありますとか、夫婦関係、病気関係のご

相談となっております。 

 続きまして、８番の食料費についてのご

質問にお答えいたします。 

 男女共同参画計画推進審議会の会議の

ときの飲物代です。 

 男女共同参画計画の進捗報告と、次年度

の意識調査項目の検討をすることから、２

時間程度の会議時間が見込まれましたの
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で執行させていただいたものです。 

 以上です。 

○野口博委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、塚本委員からの選挙管理委員会事

務局に係ります９番目の質問、ポスター掲

示場の委託料の決算額にについての質問

にお答えさせていただきます。 

 差額の説明に当たりまして、まず府知事

選挙を例としまして、予算要求の経過を説

明させていただきます。 

 府知事選挙は、平成３１年度の年度当初

は府知事の任期満了を見据え、令和元年度

の秋口の執行とのことでしたから、当初予

算ではポスター掲示場の設営及び撤去に

必要な委託料を要求しておりました。 

 しかしながら、現職府知事が平成３１年

３月８日に辞職しまして、府議会議員選挙

と同日の４月７日執行であることが急遽

決まったことから、当初予算とは別に平成

３１年第１回市議会定例会にポスター掲

示場の設営に係る経費など、一昨年度、平

成３０年度中に必要となる予算を追加議

案として提出いたしました。 

 このような経過があり、令和元年度にお

いてはポスター掲示場設営撤去委託料の

うち撤去に係る部分を執行いたしました

ので、額に大きな差が生じたものでござい

ます。 

 ちなみにですが、平成３０年度中のポス

ター掲示場の設営委託料と合わせますと、

府知事選挙の設営と撤去に係る委託料は、

総額で２２８万９，０６０円となります。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 暫時休憩します。 

（午後０時４分 休憩） 

（午後１時１分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。質問に

入ります。 

 塚本委員。 

○塚本崇委員 それでは、質問させていた

だきます。 

 １番のご答弁をいただきましてありが

とうございます。 

 前安倍内閣による働き方改革によって、

民間では月４５時間、年間で３６０時間内

という労働上の制限が設けられることに

なったんですが、これは民間に当てはまる

とはいえ、本市職員に関しましても相当遅

くまで残っておられる方が見受けられる

ということを聞いております。 

 本市職員の方々におかれましては、法定

時間外の時間外労働について、どの程度を

把握されていますでしょうか。一つ目とし

ます。 

 二つ目、労働災害の発生事例についてお

教えください。 

 三つ目、こういった開発事業において必

要なことが事務報告書にもございますが、

どうもこの同レベル、同規模の市との比較

をして、じゃあ摂津市はどのようにやって

いこうとか、例えばですが、ほかにいうと

ちょっと見当たらなかったのがコンプラ

イアンスに関するような研修について。 

 ハラスメント等はございましたけれど

も、そういったところが見当たらなかった

かなと思いましたので、またそういったと

ころは要望とさせていただきます。 

 四つ目、シティプロモーション推進事業

に関してでございます。 

 業務委託の選定に至った経緯と、契約形

態をお教えください。 

 五つ目の回線利用に関しては、また今後

ともよろしくお願いいたします。 

 六つ目でございます。先ほどのお話と合
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致する部分で言いますと、大阪府では市町

村が実施する人権相談、地域就労支援、進

路選択相談という課題、発見、また対応に

係る事業に対して補助金を出すとされて

います。 

 茨木市ではハローワークのオンライン

化だとか、箕面市はひきこもりの数の就労

支援等に使われているということで、事例

が報告されているのですけれども、本市独

自の取り組みについてお教えください。 

 続きまして、７番、直近での件数をお聞

きすると、まだ相談窓口として認知されて

いるには至っていないなと考えています。

ＰＲについてどのような取り組みをされ

ているのか教えてください。 

 ８番は理解いたしました。節約に努めて

いただいてありがとうございます。今後の

ますますのご活躍を期待して、この質問は

終わりにします。 

 ９番、先ほどのお話ですと、２２８万９，

０６０円の支出があったということで聞

いておりますが、それでも３０万円余りの

差額がございます。それについての理由を

お聞かせください。 

 以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、私のほうから

１番目と２番目のご質問にご答弁させて

いただきます。 

 まず１番目の時間外勤務の上限時間の

関係でございますけれども、把握につきま

しては前月の時間外勤務の状況を時間外

勤務手当に係る月次給与処理の情報であ

ったり、またタイムカードのデータから把

握し、月ごとに各課で集計をいたしており

ます。 

 再任用を含みます常勤職員は６６０名

ほどがおりますけれども、年間で３６０時

間を超えた職員というのは、およそ８．

８％、５８名ございまして、月４５時間を

超えたケースというのは、月平均で申し上

げますとおよそ３７名ということになっ

てございます。 

 それから２番目のご質問の、労災の発生

状況ということでございます。 

 昨年度におきましては年間で２５件の

公務災害等の申請がございまして、通勤災

害を除きます１８件が業務上に発生した

災害ということになってございます。これ

は平成３０年度と同件数ということにな

ってございます。 

 内容といたしましては、主に学校、保育

所の清掃等で、その現場における業務中に

打撲や骨折等をはじめとする災害が発生

しておりまして、事案ごとに安全衛生委員

会のほうで情報の共有、それから再発防止

について議論を行っていると、そういう状

況でございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、シティ

プロモーション推進事業の委託の契約経

緯、契約形態についてお答えいたします。 

 今回、業者選定に当たりましては金額面

のみならず、他の自治体におけるシティプ

ロモーションの取組実績とか、あと本市特

有の強みを生かした、シティプロモーショ

ンの方向性を決定する上での課題抽出と

か、あと分析能力、本市の魅力をＰＲする

情報発信媒体の企画など、総合的に評価し

た上で業者を選定することが望ましいと

考えまして、公募型プロポーザル提案を実

施し、２業者から応募がありまして、関係

課からなる庁内選定委員会により総合評

価が高かった、株式会社ダン計画研究所を

選定いたしました。 
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 なお、契約につきましては、このダン計

画研究所と随意契約を締結いたしており

ます。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、質問番号６番、７番の２回目の質問に

ついてお答えいたします。 

 まず本市独自の取り組みについてです

が、まず人権女性政策課のほうでは、本庁

舎だけではなく人権週間の際にコミプラ

での出張相談会を実施しております。 

 産業振興課のほうでは、就職につなげる

ために介護職員等の研修を実施、また企業

とのマッチングをするために、コミュニテ

ィプラザで就職フェア、３市１町の合同就

職フェアのほうを実施されています。 

 また教育支援課の教育進路相談に関し

ましては、月１回、午後５時から午後７時

まで、また月に１回、土曜日に午前１０時

から午後０時まで進路相談を実施してお

られます。 

 続きまして、男性電話相談についてのＰ

Ｒについてですが、市のホームページ、市

の広報誌、本庁、コミプラの情報ラックに

おいてＰＲのほうを実施しております。 

 府内においては、本市を含め８市の男性

相談事業を実施されているものです。 

 まちごと元気！健康せっつ２１により

ますと、自殺者の情報としては７割が男性

となっていることから、男性電話相談に関

しましては件数についてもですが、ＰＲの

ほうに努めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○野口博委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、塚本委員からのポスター掲示場に

係ります再度の質問にお答えいたします。 

 知事選挙の委託料が参議院議員通常選

挙と比較して３０万円余り安価であった

理由についてですが、大阪府選挙管理委員

会からの通知がございまして、府知事選挙

のポスター掲示場の区画数は、参議院議員

通常選挙は２段１６区画で準備するよう

通知がございました。 

 この区画数において必要となりますポ

スター掲示場の支柱、板などの材料費が影

響したものと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 それでは、１番目の質問で

ございます。 

 結構な数の方が時間外労働をされてお

られるということで、今後の時間外労働に

関する改善方法、管理の展望についてとと

もに、この時間の管理というのが非常に難

問であると認識しております。繁忙期やト

ラブルによる一時的な時間外労働という

のは仕方がないと思うんですけれども、民

間だと代わりに代休を取らせるとか、例え

ば深夜残業に及んだ場合には翌日に休暇

を取らせる、半休にする、午後出勤にする

といった工夫をして、こういった要は職場

の皆さんの安全・安心というか、健康を守

っていく。 

 職員の皆さんあっての我々でございま

すので、職員の皆さんの安全と健康を守る

ことを人事の務めであると私は考えてい

ますので、この点をご留意いただければと

思って、これは意見とさせていただきます。 

 続きまして、２番でございます。通勤災

害を除く業務上の災害が１８件起こった

ということで、これも要望にしておきます

けれども、民間だとＫＹ活動、つまり危険

予知活動などを通じて職場災害の予防を

するということを週に１０分、１５分を割
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いてでもやっています。 

 本市もそのような取り組みをしっかり

とやっていただいて、労災の発生予防に努

めていただいたらということを、これも要

望とさせていただきます。 

 三つ目については、これは理解しました

のでこれで終わります。 

 四つ目でございます。本市でも様々な取

り組みをされておりますけれども、発信力

においてはホームページ、もしくは広報誌

ということで、少し足りないのかなと思い

ます。 

 昨日の本委員会において、防災危機管理

課長のほうからも、地震の際に一番役に立

ったのが市の広報誌だったというような

答弁がございましたけれども、要は何が言

いたいかと申しますと、公式のツイッター

とかＳＮＳが本市にはないというところ

で、ないものからは情報を得ることができ

ませんので、そういったものを情報発信と

して使っていただきたい。 

 先日の土曜日に開催されました大阪経

済大学での学生による検討報告会でも、市

長からこの時代にはＳＮＳが必要だとい

うようなお話もございましたので、そうい

った取り組みを推進していただけるよう

にお願いして、これも要望とさせていただ

きます。 

 続きまして、６番でございます。これも

本市独自の取り組みがなされているとい

うことが分かりましたので、この質問は終

わらせていただきます。 

 ９番に関しても理解いたしました。あり

がとうございました。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 以上で塚本委員の質問

は終わりました。 

 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、引き続きまし

て私から質問させていただきます。これは

大分焦点を絞っての質問といたします。 

 まず１番目、決算概要の４０ページです。

人事管理事業、広告掲載業務委託料につい

てですけれども、こちらの令和元年度広告

掲載業務の取り組みとその成果について、

阪急電車の広告と認識しておりますが、改

めてお聞かせください。 

 続きまして、２番目、同じく４０ページ

の総務事務センターについて。こちらは令

和元年度からの取り組みというところを

認識しておりますけれども、この事業内容

について改めてお聞かせください。 

 続きまして、３番目、同じく決算概要４

０ページの能力開発事業ですけれども、こ

ちらはいろいろと塚本委員も聞かれてお

ります。 

 私も予算、決算では毎回この人材育成、

特に組織の能力向上という点で人材育成

については力を入れてきたと、研修自体を

しっかりやってほしいということを毎回

言わせていただいております。それはまさ

に将来に向けた人材育成というものも大

切ではありますけれども、またその全職員

の職務能力の向上について。 

 例えばこれは事務のミス、単純作業など

をやはり減らしていく必要があるのかな

というところを感じておりますけれども、

そのような研修というものがあるのかど

うか、ちょっとお聞かせください。 

 続きまして、４番目、決算概要の４４ペ

ージのシティプロモーション推進事業に

ついて。 

 こちらは先ほど委託料については理解

いたしました。これについてはシティプロ

モーション戦略策定について、自民党・市

民の会としても強く推し進めていたとこ
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ろ、このようにシティプロモーション戦略

の冊子もできまして評価いたします。 

 その中で、シティプロモーション戦略を

実行するに当たって、広報課は職員研修と

か、今年度は各部にアイデアを出させよう

とやっているというところを認識してお

ります。 

 それについては、やはりこのシティプロ

モーション戦略の目的に合致している、愛

着や誇りの醸成、そして郷土人口の増加と

いうところの目的に対して、どのようにそ

れらの成果の指標というものを考えてい

るのか、その点をお聞かせください。 

 続きまして、５番目、こちらは事務報告

書の４１ページの女性総合相談について

というところで、令和元年度の状況につい

て、相談室の日程増加とか、あるいは人員

の増加をされたというところも踏まえ、ど

のようなものか状況についてお聞かせく

ださい。 

 ６番目、最後です。選挙管理委員会のと

ころです。 

 決算概要の６６ページのところ、令和元

年度につきましては統一選挙がございま

した。この選挙の投票率は、毎回やはり投

票率の向上が必要だというところを議論

しておりますけれども、改めて令和元年度

のその投票率、統一選挙などの投票率につ

いてどうであったのかお聞かせください。 

 以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、私のほ

うから１番目から３番目までのご質問に

答弁させていただきます。 

 まず１番目の広告掲載業務委託料の取

組内容と成果ということでございますが、

ご質問にもございましたとおり、阪急電車

内における広告の掲載というのを昨年度

は春、秋、両試験で行っております。 

 いずれも採用試験の応募者の２０％程

度の方、計１５０名が広告で試験の実施を

知ったということで、アンケートに回答し

ておりまして、一定の効果が見られたもの

と考えております。 

 優秀な人材を確保する上で、広く試験実

施を周知し、多くの応募者の中から選考を

行うということができたものと考えてお

ります。 

 それから２番目のご質問で、総務事務セ

ンターの内容ということでございます。 

 総務事務センターにつきましては、定例

的で行政の判断が不要な業務、また職員が

行うことが法的に定まっているもの以外

の業務につきまして、集約処理を委託した

ものでございまして、各課において行いま

す、月例を含む給与関係事務、それから会

計室における収納事務、総務課における郵

便印刷業務等、この辺りも合わせて昨年１

１月から委託を行ったということでござ

います。 

 それから３点目でございますけれども、

能力開発事業の関係の研修ということの

お問いでございました。 

 この研修につきましては、新規採用職員

への自治体職員基礎研修というのを新規

採用研修の中で行っておりまして、このほ

か２年目に法律関係の研修で、法に基づい

て研修すること、これらを実施いたしてい

るほか、係長級に対して組織マネジメント

研修の中で正確に事務執行していくと、そ

れぞれの研修で行っております。 

 それで昨年度に実施できなかったもの

として、平成２６年度から継続的に庶務実

務研修といたしまして、会計、財政、法務

の各項目について、それぞれ対象者を替え

て研修を実施してきておりまして、昨年度
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は少し内容の見直しであったり、実施時期

の見直しをするべく準備を進めておりま

して、まずコロナ禍の関係で今年度に入り

まして、９月にはなってしまいましたけれ

ども、この研修を実施いたしまして、約６

０名が受講していると、そういうようなこ

とでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、シティ

プロモーションの成果をどのように図っ

ていくのかというお問いですけれども、シ

ティプロモーション戦略につきましては、

令和７年度までの四つの指標を基に目標

値を立てております。 

 一つがホームページのアクセス件数、二

つ目が市外住民のブランド要素の認知度、

三つ目が来訪者数の増加、四つ目がＬＩＮ

Ｅアカウントの友達の増加でございます。 

 既にＬＩＮＥのアカウントにつきまし

ては、目標を達成しているんですけれども、

認知度とか来訪者数については中長期的

な視点を持ってシティプロモーションに

取り組んでいく必要があるものと考えて

おりますし、委員がご指摘の愛着度、これ

についてはやはり市民に参画していただ

きながら、住み続けていきたいというよう

なことを思っていただけるようなシティ

プロモーションを展開していく必要があ

りますので、これについては戦略の見直し

の際にアンケート等で数値を測っていき

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、質問番号５番の女性問題相談体制の件

数と状況についてのご質問にお答えいた

します。 

 コミュニティプラザ１階にあります男

女共同参画センターに女性相談員を３名

配置し、女性のための相談室を週５日開設

しています。 

 この３名の相談員が相談内容を聞き取

り、必要に応じて面接相談、法律相談につ

なぎ、さらに細やかな支援ができる体制を

整えております。また火曜日については午

後９時まで業務を行っております。 

 令和元年度に相談員を２名から３名へ

増員し、相談日を週４日から５日に拡充し

ました。 

 委員が今おっしゃったように、令和元年

度の件数の増加につきましては、前年度よ

り２００件強、増加しております。 

 以上です。 

○野口博委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、松本委員からの６番目の質問、府

議会議員選挙と府知事選挙の投票率に関

する質問にお答えいたします。 

 投票率につきましては、府議会議員選挙

が４３．６９％、府知事選挙が４３．８３％

の結果でございました。 

 前回の投票率と比較しますと、府議会議

員選挙で８．４８ポイント、府知事選挙で

４．３６ポイントそれぞれ増加しておりま

す。 

 この投票率の向上の要因といたしまし

ては、先ほどの塚本委員への答弁でも申し

上げたところでございますが、今回の選挙

は平成３１年３月８日に現職の府知事の

辞職に伴い、平成３１年４月７日の執行で、

実に２０年ぶりとなります府知事選挙と

府議会議員選挙の同日選挙となりました。 

 このような背景がありましたことから、

マスコミでも多く取り上げられまして、話
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題性があった面も投票率の向上に影響し

たものと思われます。 

 また選挙管理委員会事務局としまして

は、平成３０年度中から同日選挙も想定し

た準備をしておりまして、１通の投票入場

券で府議会議員選挙、府知事選挙をお知ら

せする段取りや、啓発チラシを知事選挙の

期日前投票が行われる前までに全戸配布

できたことも一定、啓発効果により投票率

向上に寄与したものではないかと認識し

ております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、２回目の質問

をさせていただきます。 

 まず１番目の広告掲載業務の取り組み

とその成果について。 

 １５０人の方がそれを見て採用試験の

ほうに来られたと、約２０％の方がです。

成果があったのかなというところは高く

評価いたします。 

 やはりより多くの方に採用試験に来て

いただいて、優秀な人材を獲得するという

ところは本市にとって非常にまさに有意

義なものと認識しております。 

 しかしながら、中途で辞める人材がいる

ということも、いろいろとお聞きしており

ます。 

 やはりその採用に対する取り組みも大

事です。しかしながらやはり途中で辞めら

れる方、様々な事情があるかと思いますけ

れども、その中でも一定、その転職での中

途退職等を防ぐ、そのような取組も必要か

なと思いますけれども、その点はどうお考

えかお聞かせください。 

 続きまして、２番目の総務事務センター

につきまして、事業内容についてはおおむ

ね理解いたしました。 

 その中で、この業務委託を集中的に総務

事務センターで行うというところで、新し

く行えているというところですけれども、

現状の総務事務センターの評価について

はどうお考えかお聞かせください。 

 続きまして、３番目の事務のミスを克服

するための研修はあるのかというところ

で、基礎研修というものをやっていると。

その中で６０名の職員を受けさせている

というところをお聞きいたしました。 

 やはり一定全ての職員に、様々な研修が

あると思います。その中で、この研修はや

はり全ての職員に受けてもらいたい、ある

いはこの課の職員はこの役割を受けても

らいたいという研修の必要性、そしてその

実効性というものも、人事課としてしっか

りと管理していただきたいなと思ってお

ります。 

 その中で、これも何回かお聞きしており

ますけれども、研修のその管理といいます

か、どの職員がどのような研修を受けてい

るのかというところの把握を前回もお聞

きしたと思います。その点、必要性につい

て、改めてどう認識しているのかお聞かせ

ください。 

 続きまして、４番目のシティプロモーシ

ョンの一定の成果についてというところ

をＬＩＮＥでは既に達成しているとのこ

とで理解しました。 

 この戦略は３２ページのほうにも記載

しております。特にこのシティプロモーシ

ョン戦略というのは、なかなかこの冊子に

しただけでも非常に有意義なものでござ

います。 

 やはり今まで何か分からないという、イ

メージはあっても、それを具体的にどうす

べきかというところが分からないという

ところを具体化されたというところで、そ
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うするとやはり今後はこれをしっかりと

実現するに当たっては、成果というものを

しっかりと捉えなければならない。 

 特にそれについては全体でもそうです

し、やはり個々の取り組みでも一定を把握

するといいますか、各課、あるいはその広

報課として、しっかりこの四つについて、

ホームページのアクセス数、ブランド要素

の認知度、そして来訪者数の増加、ＳＮＳ

利用者の増加というところを各それぞれ

の施策が寄与していなければならないと

考えております。 

 例えば新幹線公園の取り組みでも、これ

については来訪者数の増加というところ

に当たるのかなと考えて、あるいはそのブ

ランド要素の認知度の向上にもつながる

と思います。 

 また今年、人事課でされました画期的な

デジタルサイネージの採用広告なんです

けれども、私的にはこれはどちらかという

とシティプロモーションに近いものかな

と思います。 

 例えばこれはまさにブランド要素の認

知度とか、あるいはその採用者数としての

来訪者数の増加とか、そういったところを

各政策とともに、やはりこの戦略にしっか

りと、目標設定の指標ですが、それとやっ

ぱり合致させるというところが必要にな

ってくるのかなと考えております。 

 やはりこれをつくったからにはしっか

りと継続していかなければいけない。その

継続性をどう担保するのかというところ

は、やはり今広報課としてしっかりと検証

してやっていただきたいと思います。 

 それらの積み重ねが最終的にはこの戦

略の、ホームページアクセス数の２割増と

か、ブランド要素認知度の５割増につなが

っていくというところと考えております。 

 この点をぜひしっかりと、成果、指標に

ついての各課への落とし込み、そして積み

重ねというところを計画していただきた

いなというところ、これは要望といたしま

す。 

 そしてまた先ほどの塚本委員もおっし

ゃられました。ＳＮＳの手段を拡大するこ

とについてというところで、これは私だけ

じゃなく、多くの議員の方々が、先ほど言

ったようにツイッターなり、要は情報発信

手段の拡大の必要性を訴えているところ

でございます。 

 シティプロモーションの概念というの

は、これまで議論してまいりました。ざっ

くりとターゲットを決め、それに対して魅

力的な政策を構築して、その政策を適切な

情報発信によりターゲットを伝え、それで

ターゲットはそれに集まると。それでまた

その成果を踏まえ、政策に磨きをかけるサ

イクルを実現するものでございます。 

 それを踏まえると、やはりその情報発信

手段の拡大というのは、シティプロモーシ

ョン戦略の成功には欠かせないというと

ころを認識しております。その点、ＳＮＳ

でまずはＬＩＮＥを実施されたというこ

とは評価いたします。 

 ただテレビでよく見ますが、そのテレビ

でよく取り上げられるＳＮＳには、やっぱ

りツイッターなりインスタグラムなり、今

はユーチューブといったところが拡散さ

れるＳＮＳかなと見ております。 

 例えばですが、ツイッターであれば厚生

労働省で、私もフォローしているんですけ

れども、すぐに更新されると。必要なもの

はどんどんツイートされていく中で、例え

ば本市でもホームページにお知らせ情報

をその都度アップしておりますけれども、

それらをツイッターでリンクさせること
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はできるのかなと。 

 最終的に今はどんどん情報を流してい

ます。情報の取捨選択はそれを見る人の判

断に委ねるべきでもよいのかなと考えて

おります。 

 それと改めてですが、ＳＮＳの手段を拡

大することについて、どうお考えなのかお

聞かせいただければと思います。 

 続きまして、５番目の女性相談について、

昨年の令和元年度は２００件プラスとい

うところを認識いたしました。それだけ需

要があったのかなと驚いております。 

 そういった意味で、ＤＶのネットワーク

会議、あるいはその生活応援連携シートと

いうのもされているという中で、令和元年

度では今２００件強のプラスの相談など、

どういう傾向があるのか、どう分析されて

いるのかをちょっとお聞かせいただけれ

ばなと思います。 

 そして最後に６番目、投票率の件につき

ましては、同日選挙等の話題性というもの

が非常に大きかったというので、ポイント

も上がったというところは理解いたしま

した。 

 確かにマスコミでやっぱり取り上げら

れると、やっぱりその認知度も非常に高ま

っていく。そしたら皆さんもつい行こうか

なという気持ちになるというところも理

解いたしました。 

 なかなかそれ以外の選挙は、なかなか投

票率が伸びないというところの難しさも

理解しております。そういうような中で、

令和元年度の投票率向上に向けて、私も一

般質問でその投票所の環境の整備とか、い

ろいろ言わせていただきました。 

 改めて令和元年度の取り組みについて、

どのようなものだったのかお聞かせくだ

さい。 

 以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、２回目のご質

問で１番から３番の部分につきましては、

私のほうから答弁させていただきます。 

 まず１番目、中途退職、転職等を防ぐに

はということでご質問がございましたけ

れども、業務を続ける上で、職務に対する

意欲が高い状況というのが続くことが、や

はり成長、成果ということにつながります

し、結果的に職場定着にも影響するものと

考えております。 

 少し古いアンケートにはなりますけれ

ども、平成２８年度に行った、若手職員に

対するアンケートでは、入庁後に感じたこ

ととして、職場環境は良好であるものの、

仕事内容については少し難しさを感じて

いるというような、そういった結果もござ

いました。 

 このことから、周りのサポートも含めて、

職員がいかにやりがいを持って業務に取

り組めるか、また自己成長や能力発揮が十

分に見込まれる職場環境であるか、これら

はキャリアアップ、職場定着、どちらの観

点からも非常に重要な要素であると考え

ております。 

 私どもとしましては、自己成長につなが

る研修機会の確保、それから職場のＯＪＴ

環境、また人材育成をサポートする制度的

な支援に継続的に取り組む必要があると

認識いたしております。 

 それから２番目の総務事務センターの

現時点での評価というお問いでございま

した。 

 給与月次処理におきましては、これまで

各課で行っておりました、時間外勤務であ

ったり旅費等の集計、また会計年度任用職

員の報酬や年末調整、これらの事務に係っ
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ていた処理時間を本来業務に充てると、そ

ういったことを想定し、現在は委託業務の

適切な執行に向けて取り組んでおります。 

 これまでの間、委託業者のほうと週次、

また月次の会議を行いまして、シートの連

携であったり業務上の課題、それに対する

対応というか改善策、これらの共有を図っ

てきておりまして、当初課題は様々ござい

ましたけれども、徐々に改善してきている

状況にございます。 

 しかしながら、現時点で各課の点検の段

階で修正を要するものというのも一定ご

ざいまして、高い評価を行える状況にまで

は至っていないと考えておりまして、今後

も引き続き委託業務の精度が高まるよう、

連携に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 それから３点目の研修の履歴の管理、必

要性の認識というお問いでございました。 

 一定、人事課のほうで、この研修の履歴

というのを把握いたしておりまして、やむ

を得ず研修の受講ができなかった職員に

対する新たな研修機会の確保ということ

で、次年度等に対応できるよう管理を行っ

ております。 

 このほか、どのように研修を捉えたかと

いうことも課題であるという認識がござ

いまして、今年度におきましては研修の受

講報告を、一定期間内に今まで報告を求め

ていたものを、当日に提出を求めるという

ような形を取りまして、受講者がどのよう

にその研修内容を消化したかということ

を即座に人事課のほうで把握いたしまし

て、消化が少し十分でない職員に対しては

フォローに入るというようなことも、取り

組みとしては行っているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 それでは、ＳＮＳのさら

なる拡大についてのお問いにお答えいた

します。 

 平成３０年版の総務省が出しています

情報通信白書によりますと、ＬＩＮＥの利

用者が約６割と、他のＳＮＳの中では最も

高い数値も出ておりまして、老若男女を問

わずユーザー数の多い、まずＬＩＮＥから

導入したところでありますけれども、市の

ＰＲスライドショーとして、いいとこいい

ことせっつですとか、この秋に実施してお

ります、せっつ動画ｄｅ健康フェス等、ユ

ーチューブによる情報発信も一部行って

いるところであります。 

 それとまた現在はシティプロモーショ

ンサイトを構築しておりまして、その運用

の中で、何か市民からも魅力がある情報を

発信できるとか、そういったことができな

いかということも検討しておりまして、新

たなＳＮＳの導入につきましては様々な、

委員からもありましたツイッター、それ以

外にもフェイスブック、インスタグラム等

もございますので、様々なニーズに応じた

形で導入できないか、いま一度検討してま

いりたいと考えております。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、女性相談のどういった傾向が見受けら

れるかということのご質問にお答えいた

します。 

 主な内容としましては、総合相談ではＤ

Ｖである暴力というのが最も多くなって

おります。相談に訪れる女性は４０歳から

５０歳台が最も多く、約２８％を占めてい

ます。 

 こういった年齢層のことから、単身では

なく家族、子どもを同伴される方も多く、



- 38 - 

 

離婚した場合の今後の見通しですとか、公

的支援についてもご相談されることから、

他課とも連携しているところであります。 

 以上です。 

○野口博委員長 菰原次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、松本委員からの２回目の質問の 

令和元年度における投票率向上に向けた

投票環境の整備に関する質問にお答えい

たします。 

 環境の整備といたしましては、大きく２

点挙げられます。 

 まず１点目としまして、各投票所のバリ

アフリー化の対応を行いました。 

 具体的な内容といたしましては、第１４

集会所の改修に伴い、従前使用しておりま

したスロープとの段差が生じましたので、

その修繕を行ったところです。 

 また第９集会所では、両扉を開放時にス

ロープ部分に扉がかかり支障が生じてお

りましたけれども、施設管理課、当時の防

災管財課に改修を依頼しまして、扉開放に

おけるスロープへの干渉を解消したとこ

ろでございます。 

 その他のバリアフリー化に類する対応

といたしましては、参議院議員通常選挙に

おきまして、選挙日前に降雨がありました

ので、千里丘小学校のグラウンドのぬかる

み対策としましてコンパネを敷き、投票所

となる体育館までの動線の整備を行った

ところです。 

 次に、２点目ですが、投票所の場所の見

直しを一部行わせていただいております。 

 具体的には第１３投票区の投票所は味

生体育館を指定しておりましたが、投票区

内の北部に位置しておりまして、投票所ま

での移動距離に不均衡が生じておりまし

た。 

 同投票区内では、別府コミュニティセン

ターが整備されたこともあり、また昨年１

０月には地元自治会からも連名で投票所

変更の要望があったことなどを踏まえ、令

和元年度中に事務局で別府コミュニティ

センターにおけるバリアフリー化の状況、

施設の利用状況、人の動線等を施設管理者

との協議、現場確認を行わせていただきま

した。 

 その結果を令和２年度の話になってし

まいますが、選挙管理委員会にお諮りしま

して、今年度実施しました市長選挙及び市

議会議員補欠選挙の際には投票所を別府

コミュニティセンターへ変更し、投票所ま

での距離の不均衡の改善を図った次第で

ございます。 

 以上です。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは３回目、ほぼ要

望と一部質問をさせていただきます。 

 まず１番目の人事管理事業のところで、

中途退職する職員等を防ぐ取り組みとい

う質問でございました。 

 その中で自己成長につながるもの、そし

てまたそれをサポートする、やりがいと職

場環境の充実というところの必要性をし

っかりと考えているというところを認識

いたしました。 

 ある意味これは職員のやる気スイッチ

といいますか、そのやりがいをいかにして

高くするかというところは、各課の取り組

みではありますけど、そういった当然管理

職の中のリーダーシップの研修だったり

とか、そういったところもやはりその管理

職の方々の采配というのは非常に大きい

ものかなと思います。特にやりがいのとこ

ろを提供となると、非常にそこは重要にな
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ってくるのかなと思っております。 

 またその職場環境の実践についても人

事課でできるところと、各課のできるとこ

ろというのも当然ございますので、そこは

ぜひ人事課としても各課と、そのやりがい

と職場環境の充実というところの二つを

しっかりと、それぞれ部署内でそれを計画

的に意識づけされて、中途採用を少しでも

防ぎ、そしてまた職員の能力向上に努めて

いただけるように、これについては要望と

させていただきます。 

 続きまして、２番目の総務事務センター

の件で、評価について課題は様々あるとい

うところは認識いたしました。 

 総務事務センター自体の考え方につい

ては、私も妥当なものと考えております。

以前の予算審査に係る委員会のときは、初

年度は想定どおりにいくのか、ぶれが多少

想定されるといっているところも踏まえ

て、ぜひこれをちょっと業務の背景、ある

いはその注意事項など、提携をしっかり整

えられていると思いますけれども、そうや

って適切に運営されるように要望いたし

ます。 

 総務事務センターの本領をこれから発

揮されるのかなと期待しております。これ

については要望とさせていただきます。働

き方改革に貢献するものと認識しており

ます。 

 続きまして、３番目、能力研修の管理と

いうところで、一定把握しているというと

ころも理解いたしました。 

 人材育成については研修での気づき、そ

してＯＪＴ、つまり仕事をしながらの学び

というところの二つがあるかと思います。 

 それを効果的にするには、各課は人が少

ないという中でも、研修というのはやっぱ

りしっかりと受けさせてもらいたいなと。

それが短期的には時間を要するためにマ

イナスだとしても、中長期的には組織全体

の業務能力の向上に、あるいは効率化につ

ながるものと考えております。 

 そういった意味ではぜひ人事課として

力を、そこは発揮していただきたいなと。

研修の参加資格、能力開発を組織として、

よりより人材育成を計画的にされるよう

要望いたします。 

 これについては以上です。 

 続きまして、シティプロモーション戦略

の情報発信手段の拡大について、いろいろ

とこれから考えていくというところを認

識いたしました。ぜひ考えていただければ

と思います。 

 しかしながら、その広報課の職員の物理

的な能力の限界というところも一定は理

解しておりますので、そういったところを

無理のない範囲で。 

 例えば先ほど私が言ったのは、そのホー

ムページでお知らせというのもあります

から、それをリンクで飛ばして、いわゆる

そんなに時間はかからないといいますか、

業務に負担のない形でやっていくところ

が必要なのかなと。 

 特に私はツイッター、フェイスブックが

特にいいのかなと思うのは、ＬＩＮＥに比

べても拡散性が非常に高いというところ

がございます。ＬＩＮＥはどちらかという

と一定の登録された方々が見るものとい

う認識をしております。 

 しかしツイッターというのは不特定多

数に、しかもリツイート等で、あるいはフ

ェイスブックでもシェアという形で不特

定多数の方に見られる情報でございます。

それでよく言われるのがバズるといいま

すか、非常に何かをきっかけに一気に認知

度が上がるというところがあります。 
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 摂津市がこれから魅力を発進する中で、

それを一定、あるいはテレビに取り上げら

れる、そういった事例も出てくる可能性は

非常に高いと、その中にそのための手段を

しっかりと確保しておかなければならな

いと考えております。 

 そしてまた防災危機管理課においても、

先日の本委員会でやり取りがありました

けれども、広域避難においてはプッシュ型

支援というのが必要になってまいります。

プッシュ型というのは、例えば私は聞きま

すけれども、厚生労働省とかあるいは国の

ほうがその必要な情報を把握して、それで

その救援要請を待たずにどんどん支援し

ていく、送り出していくというところ。そ

れでそのためにはやはりそういった、どこ

どこの避難所では何が足りないとか、そう

いったところをツイッターでどんどん挙

げていくという、そういった仕組みづくり

というのも非常に重要になってまいりま

す。 

 そのためには今平素からやって、一定の

フォロワーをふやしていくというところ

が非常に重要になってくるかなと思いま

すので、その点はぜひ検討していただけれ

ばと思います。これは要望とさせていただ

きます。 

 続きまして、５番目、女性相談の傾向と

いうところでＤＶ、そして法律相談等もい

ろいろあるとお聞きいたしました。 

 特に今はコロナ禍というところで、ＤＶ

が多くなっているのではないかというよ

うなニュース等もいろいろと見ます。そし

て自殺される方も、これは現実としてふえ

ている中で、その時期に応じた相談事業が

また出てくるのかなと思います。 

 これについてはしっかりと、ぜひ引き続

き相談対応をしっかりしていただき、そし

て各課と連携して困っている方を助けて

あげていただきたいなと考えております。 

 そういった点で、あともう一つは、男女

共同参画センターでも講座等もやってお

ります。やはりこの講座は数が限られてい

る中で、より効果的にするには、その傾向

に応じた講座というものが必要になって

くるのかなと。 

 講座のニーズを見ていると、いろいろと

多いところから少ないところというとこ

ろもあります。このように傾向と講座の開

設というところで、効率的にこれはやる必

要があるかなと考えておりますけれども、

ちょっとその考え方についてお聞かせい

ただければと思います。 

 そして最後に６番目の選挙管理委員会

の投票率向上に向けた取り組みの中で、集

会所のスロープの設置、そしてまた千里丘

小学校の動線のコンパネ、そしてまた味生

体育館から別府コミュニティセンターへ

の投票所の移動というところを理解いた

しました。 

 特に味生体育館から別府コミュニティ

センターのほうにつきましては、今年の市

長選挙に間に合って、私もそちらのほうで

投票させていただきました。地域の長年の

要望であったというところもございまし

て、しっかりとされたというところで高く

評価いたします。 

 あとやはり、ちょっと一つ気になるのは

千里丘小学校の動線のところ、各小学校を

見ますと、やはりこれは教育委員会の所管

になると思いますけれども、動線の確保を

せめて体育館まで、ちょっとここはコンク

リート打設で、通路の部分があってもいい

のかなというのは思います。これは教育委

員会にまたお伝えください。 

 努力されているということは理解いた
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しましたので、また来年度は市議会議員の

選挙もございますので、ぜひしっかりと投

票率向上に向けて引き続き努力していた

だければと思います。この点も要望とさせ

ていただきます。 

 以上です。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 男女共同参画

センターでの、講座などの取り入れについ

てのご質問に対してお答えいたします。 

 男女共同参画センターでは、女性の推進

団体というのがございます。そちらのほう

でＤＶの講座を約１１年間実施してくだ

さっている団体があります。そこの講座の

中で相談員が、ＤＶの仕組みですとか、そ

ういったことについても講座を実施して

おります。 

 以上です。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 では最後に要望とさせ

ていただきます。 

 やはりその女性相談とか、そういったも

ろもろを把握されているのは分かりまし

た。人権女性政策課というところで、しっ

かりと女性も子どもも高齢者も、市民一人

一人が安心して暮らせるまちづくりのた

めに、その市民の傾向、社会の情勢をしっ

かりと適切に把握されて、ニーズに応じた

対応を講座も含め、そして役所内の他部署

も、むしろ積極的に人権女性政策課がそう

いった情報提供を積極的に行っていただ

いて、講座から様々な形で安心して暮らせ

るまちづくりにしっかりと貢献していた

だきたいなと思いますので、よろしくお願

いいたします。要望とさせていただきます。 

 以上で終わります。 

○野口博委員長 松本委員の質問は終わ

りました。 

 続いて安藤委員。 

○安藤薫委員 それでは、５点ほどお聞き

したいと思います。一つ目は人件費に関わ

ってです。 

 塚本委員からもご質問がありましたが、

時間外勤務手当と、それから職員の労働時

間についてちょっとお聞きしておきたい

と思いますが、私は各項ごとに時間外勤務

手当を少し、手作業ですので拾い上げてみ

て、最近の傾向をちょっと見てみたんです

けれども、一昨年の平成３０年度は地震と

か台風で防災関係、建築部関係は非常に仕

事の量が多かったという特殊事情があり

ましたが、平成３０年度と比べて令和元年

度は時間外勤務手当の額は増加している

ようであります。 

 そういった時間外勤務手当が上がって

いるということを、労働時間というのは一

体どうなっているのか、残業時間はどうだ

ったのか、先ほども少しご答弁もありまし

たが、残業時間数は経年変化としてどうな

っているのか、また年５００時間以上ので

すが、特定の方に集中していくような状況

がないのか、この間、野口委員長が委員の

ときにも本委員会でいろいろと聞いてこ

られていると思いますので、５００時間以

上の残業時間の職員数はどうなっている

のか、同時に残業と密接に関わってくるの

は、担い手である職員数ではないかと思い

ますが、職員数の変化ですが、正規職員、

非正規職員、その推移についても併せてお

聞かせいただきたいと思います。 

 次に、二つ目にシティプロモーション推

進事業です。 

 もう既にお二人から質問があって、ご答

弁されておりますので、委託事業者と摂津

市のそれぞれの役割分担についてちょっ

とお聞きしておきたいと思います。 
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 当初はプロポーザルで契約を結んだコ

ンサルタント事業者、その後に随時契約で

今後の委託の契約をお願いしていくとい

うことであります。 

 それで委託する上において契約書と、そ

れから仕様書などを結ばれているわけで

すけれども、そのコンサルタント会社が進

めていくべき仕事と摂津市がどのように

関わっているのか、シティプロモーション

を終えてです、どのように関わっておられ

るのか、やってこられたのか。そしてこの

ような成果物につながったのかについて、

ちょっとお聞かせいただきたいと思いま

す。 

 三つ目、人権女性政策課に関わって、男

女共同参画推進事業についてお聞きした

いと思います。 

 平成２９年度から第３期男女共同参画

計画、後期計画の期間に入りました。それ

で最終目標の設定年度が令和３年３月と

いうことで、あと少しということになって

います。 

 それでこの令和元年度においての目標

達成に向けた取り組みはどうだったのか

お聞きしておきたいと思います。 

 四つ目であります。これは公平委員会の

ほうでちょっとお聞きしたいと思うんで

すけれども、事務報告書の３９５ページを

見ますと、公平委員会が令和元年度は３回

開催されています。職員登録団体の登録事

項の変更が主な案件だというように説明

されています。 

 それで公平委員会というのは、摂津市の

ホームページにもちゃんと説明されてい

るように、ご承知のとおり職員の給与、勤

務時間、その他の勤務条件について、職員

からの勤務条件の措置要求があった場合

に、その要求を審査、判定し、必要に応じ

て勧告等を行う。 

 職員に対する不利益な処分について、職

員から審査請求があった場合に、その申立

てに対する審査をし、採決を行う。職員か

らの苦情相談を受けるというようにあり

ます。 

 この間、職場環境であるとか、環境をよ

くしていくという点でも、ハラスメント防

止宣言等、庁内の中でもやってこられたか

と思いますが、職員の方からのこういった

苦情というようなものは、公平委員会で受

けておられるのかどうなのか、もしくは公

平委員会に至らずとも、こういった苦情で

あるとか、もしくは相談であるとかという

ものを受け入れられるような状況があっ

たのかどうなのかをちょっとお聞きして

おきたいと思います。 

 最後に五つ目ですけれども、平和施策の

推進事業についてです。 

 核兵器禁止条約の批准を求める署名運

動を市を挙げて取り組んできていただい

ています。 

 人類史上で初めて国連で核兵器禁止条

約が、参加国は１２２か国だったですか、

採択されてから非常に短い期間の間に条

約発効に必要な５０か国を先般超えまし

て、いよいよこの条約が発効したというこ

とで、大変喜ばしいことであると同時に、

残念ながら唯一の被爆国である日本政府

が、これについてはまだ署名、批准をして

いないということに対して核兵器、非核を

求める、憲法を尊重する、人間を尊重する、

平和都市宣言をやっていくにつき、平和都

市宣言をしている摂津市からも、ぜひ日本

政府に核兵器禁止条約に批准するべきだ

ということで、署名にも取り組んでおられ

ると聞きました。 

 それで同時に、森山市長自らが平和首長
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会議にも参加されて、いろいろと発信して

いただいてこられました。それについては

本当に敬意を表したいと思っております。 

 それでこの間の、令和元年度の平和の取

り組み、特に核兵器禁止を求める市として

の取組について少しご紹介しておいてい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、私のほ

うから１番目のご質問について答弁させ

ていただきます。 

 まず労働時間で、時間外の状況がどうか

というご質問でございましたけれども、人

事課のほうでは経年で時間外勤務のほう

の情報というのを持っておりまして、昨年

は５００時間を超えた職員というのが７

名おられます。災害対応、選挙等を除くと

いうことでご理解いただきたいのですけ

れども、前年度は４名であった部分でござ

いますので、やや増加しているという状況

にございます。 

 主な要因としましては、制度改正への対

応事務が発生したことによるところが大

きいと分析いたしております。また一人当

たりの平均時間というのも把握いたして

おりまして、昨年度は年間で１２０時間と

いうことになっておりまして、前年比で年

間４時間程度ふえているという計算にな

ります。 

 今年度につきましても各部署で時間外

の状況というのは確認しておりますけれ

ども、引き続き平準化と、個人に時間外が

偏らないような働きかけを行ってまいり

たいと思っております。 

 それから職員数の推移ということでご

ざいますけれども、４月１日現在で申し上

げますと、全職員のうち再任用を含むとい

うことで申し上げますと、平成３０年度が

６５１名、平成３１年度が４月現在で６５

３名ということで、少し建設部のほうで人

員の補強をしているという関係もありま

すけれども、人員としては少しふえている

というような状況でございました。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、シティ

プロモーション推進事業の委託事業者と、

摂津市の役割分担についてお答えいたし

ます。 

 まず初めに、今回の推進業務委託の内容

ですけれども、大きく５点ほどありまして、

まず１点目が市のイメージ、魅力に係るア

ンケート調査、それの抽出、２点目が先進

自治体事例調査、３点目がシティプロモー

ション戦略の作成、４点目が市ＰＲ媒体の

作成、５点目がＳＮＳによる情報発信の提

案でございます。 

 それでコンサルティング業者は、あくま

でも担当職員が方針とか方向性を決定す

る上での検討過程において、関連データと

か法令等の調査、分析を行うといったこと

で、専門家の経験、ノウハウを生かしなが

ら技術的なサポートを行う立場にあると

考えております。 

 委託の仕様書に明確にこの役割分担を

明記しているわけではありませんけれど

も、職員とか市外住民向けアンケートの項

目とか、あとシティプロモーションの方向

性、手法など、これから進めていくシティ

プロモーションの肝になる部分について

は、職員が中心になって検討してまいりま

したし、また若手職員を中心とした庁内ワ

ーキング会議を立ち上げて、キャッチフレ

ーズだとかシティプロモーションの推進

方法、そういったことも様々な課の職員の
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意見も伺いながら戦略を策定してきまし

た。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 すみません、先ほどの答

弁で少し漏れておりました。 

 非常勤職員等ですが、職員数の割合等が

漏れておりましたので、改めて答弁させて

いただきます。 

 平成３１年度ですが、再任用を含む職員

数が６５３名、それから非常勤職員、臨時

職員の方で４８５名ということで、割合と

しましては、非常勤職員の方の割合が４２．

７％ということになってございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、男女共同参画計画の取り組みについて

のご質問にお答えいたします。 

 委員がおっしゃったとおり、第３期の男

女共同参画計画は、令和３年３月末までの

計画となっております。 

 これまでに取り組んだことの例を挙げ

ますと、防災分野において施策、方針決定

への女性参画の拡大という項目がござい

ます。 

 第１０期の女性政策推進研究会のほう

では、男女共同参画を考える職員の避難所

運営ガイドを作成させていただきました。 

 また昨年度は、防災危機管理課のほうが

実施されました防災サポーター制度、その

連続講座のほうに人権女性政策課が女性

の視点を入れていただきたいということ

で、講座のほうにも１講座持たせていただ

きました。 

 また高齢、障害、貧困、その他、様々な

困難な状況に置かれている人を支援する

ための具体的な取組としましては、ＬＧＢ

Ｔなど性的マイノリティーに関するハン

ドブックですとか、公文書に関しての指針

等を作成させていただきました。 

 以上です。 

○野口博委員長 菰原次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、安藤委員からの４番目の質問、公

平委員会における苦情相談に関する質問

にお答えいたします。 

 直近３年間の結果を見ますと、苦情相談

として受け付けた案件が数件、実際にはご

ざいました。 

 具体的な相談内容は控えさせていただ

きますけれども、苦情相談に関しましては、

職員からの苦情及び相談に関する規則に

基づき、事務局内で苦情相談を受けること

となっておりますので、事務局のほうで対

応させていただいております。 

 事務局としましては、執行機関から独立

した第三者の機関としての立場で申出人

が抱えている悩み事等の相談に対しまし

て制度の説明や助言を行い、場合によって

は申し出の了解の下に申出人の所属する

課に対しての事実確認等の調査を行い、必

要に応じて関係する当事者に対して指導、

あっせん等を行うなどし、適切な解決に努

めているところでございます。 

 以上です。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、核兵器禁止条約の署名について、市と

して取り組んでいることについてのご質

問にお答えさせていただきます。 

 人権女性政策課のほうでは、平和月間時

に市役所ほか公民館、ウィズせっつなどで

署名コーナーを設けて、また平和イベント

の事業の実施の際には、参加者にもご案内
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をさせていただいております。 

 世界人権宣言摂津連絡会議の加盟団体

の方にもご協力いただいて、署名活動をさ

せていただいておるところです。 

 以上です。 

○野口博委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 それでは、２回目の質問を

させていただきます。 

 残業時間、それから正規職員、非正規職

員の数、推移をご答弁いただきました。こ

の間、職員数というのがずっと少なく削減

方向で、行革の一環で進められてきたと思

います。正規職員の退職者不補充であった

り、民間委託や非正規化というような動き

が進められてきました。 

 一方、行政需要であるとか、災害である

とか、また新型コロナウイルス感染症の対

応であるとか、行政に求められている仕事、

それから、権限移譲等で業務というのは、

かなりふえてきているんではないかなと

感じています。少ない職員の下でたくさん

の業務をやるということでいうと、かなり

負担が大きくなってくるんではないかな

と思っております。 

 今もご答弁いただきましたけれども、正

職員は、昨年と比べると２名ふております

けども、もう少し長いスパンで見ると、例

えば平成２７年度と比べると２５名ほど

少なくなっています。 

 一方で、正規職員から非正規職員への置

き換えということで、非正規職員の数は、

ふえている。それに基づいて、時間外勤務

手当の額であるとか、残業時間というのは、

それに比例して上がってきているという

ふうに思うんですね。 

 改めて、この傾向について正規職員数の

削減と業務量の増大、それから、時間外勤

務手当がふえてきてる。いろいろ早帰りデ

ーとか、いろいろ勤務の中の仕事の改善と

いうのは、職員の皆さん独自で努力はして

いただいてるけども、こういう実態がある

ということについて、令和元年度、令和２

年度に向けてにおいて、どのように捉えて

おられるのか、少しお聞きしておきたいと

思います。 

 それから、次に、シティプロモーション

についてです。コンサルタント業者と市と

の役割分担ということをちょっとお聞き

しました。今後、シティプロモーションを

具体的にいろいろ進めていく、または展開

していく上で、ぜひ市の職員が、積極的に

情報収集や、または情報発信の担い手とし

て頑張っていっていただきたいなという

ように思いを強くしているところであり

ますが。 

 もう一点お聞きしておきたいのは、仕様

書の中に幾つかコンサルタント委託事業

者にお願いする点がありましたアンケー

ト、アンケートを見ますと、アンケートの

集約が、市民さんには１，６００名配って、

しかし回収率は２６．７％、４２７件の回

収でしたと。市外は、事業者にお任せして、

市民に対しては、一応名簿は無作為抽出で、

市のほうがデータを郵送で集めてくださ

いということでした。市外の方については、

募集方法も対象もお任せしますよという

ことでありました。そのほか職員のアンケ

ート等も実施されていると聞いておりま

す。 

 また、自治体間のベンチマーキングとい

うことも仕様書の中にも書かれておりま

して、そういったものを総合して取りまと

めを行って、発信していくということであ

ります。 

 やはりアンケートを取るということに

ついては、やっぱり一番市のことをよく理
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解していて、どこにどういった方がいらっ

しゃるのか、どういった傾向の方に聞いた

らいいのか。市外の方についても、どんな

方向性を持って、戦略を持っていくかによ

って、市外の人、どういう層に聞くのかと

いうのは、一定市の側のほうが、ある程度

方向性を持ってお願いしなきゃいけない。

その辺のやり取りをしないと、とんでもな

い遠いところの方に聞いてるのかもしれ

ないし、年齢的な偏りが出てくるかもしれ

ない。その中身がブラックボックスではな

いと思うんだけども、その辺の主体性が少

し不明だなと思いますので、アンケートか

ら取りまとめまでの間の、事業者が進めて

きたものとの関わり、もう少しお話しいた

だきたいと思います。 

 それから、男女共同参画事業についてで

す。男女共同参画というのは、もちろん人

権女性政策課が取りまとめて、いろいろ進

めていかれるということでありますので、

人権女性政策課が進めているような男女

共同参画センターでの事業であるとか、そ

れから、ＬＧＢＴの指針をつくったりとか

ということは、非常に前進している部分と

いうのがあるなと思いますけども、同時に、

男女共同参画というのは、これも同じ共有

のものでしょうけど、全庁的に取り組んで

いくべきもんだと思うんですね。 

 平成３０年度までの実績というのは、平

成３１年３月末でのアクションプランし

かちょっと手元にありませんので、それを

見てみますと、例えば女性委員ゼロの審議

会等の数をゼロにする目標に対して、令和

元年度の初めには六つ、ゼロの審議会が残

っています。市主催会議における子どもの

一時預かりの実施数の目標１５％に対し

て７．７％と。独り親家庭の就労支援施策

で、ハローワークへの動向支援者数、目標

３０人に対して、実績は５人ですと。 

 もうちょっと言いますと、就労と子育て

の両立支援のために待機児童解消や一時

預かりサービスの拡大で、待機児童の目標

をゼロにする。これに対して平成３０年度

１０月１日時点では９５名。ちなみに令和

元年１０月１日は１４９名というふうに、

これも構成労働省の定義で待機児童とい

うようになっています。全庁的に積極的に

取り組んでいかなければいけない項目が

ほとんどで、しかも男女共同参画計画の中

に示されている目標値から非常に程遠い

ようなものが、まだまだたくさん残ってい

るというふうに思うんですけども、その点

の男女共同参画推進のための全庁的な取

り組みについて、令和元年度、果たしてど

うだったのか。令和２年度以降どのような

取り組み、令和２年度も半分以上が経過し

ておりますけれども、最終年度は、もう令

和３年度でありますから、それに向けた全

庁的な取り組みについては、どのように認

識をされているのか、お聞きしておきたい

と思います。 

 それから、公平委員会のことでお聞きし

ました。いろいろな職場環境をよくしてい

くためにも、できるだけ敷居の低い、相談

しやすい、もしくは申立てしやすいといっ

たらおかしいですけども、それもないに越

したことがないわけでありますけれども。

公平委員会のみならず、全庁的な窓口を周

知していただいて、しかも相談することが、

その人にとって不利益となるような、もし

くは不利益になるんではないかと心配を

させるような環境というのをつくらない

ように、これは我々も同じ思いで共有しな

がら、ぜひ工夫・検討をしていっていただ

きたいというふうに思います。要望しとき

ます。これは公平委員会というよりは、全
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庁的にお願いします。 

 それから、平和の施策の取り組みについ

てであります。今ご説明いただきました。

摂津の市議会としてもいろいろな立場の

違いはあっても、日本政府に批准を求める

意見書というのは、摂津市議会としても議

決をされておりますので、市長がよくおっ

しゃいますが、これこそオール摂津で、引

き続いて日本の政府に求めていくような、

摂津市としてのいろんな取り組みの努

力・工夫をしていただきたいなということ

を申し上げておきます。 

 以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、私のほうから

１番目のご質問につきまして、答弁させて

いただきます。 

 人事課のほうで、任期の定めのない常勤

職員の採用等につきまして、定員管理計画

というのを設けまして、平成２８年度から

１０年間の計画をつくって、それに基づい

て採用を行っているというところでござ

います。この間、職員数の推移を見ており

ますと、退職不補充でございます技能労務

職員、それから民営化になった保育士など

で人員が減になっていると。 

 一方で、建設部門での開発等の職員数を

確保するなど、事務・技術部門においては、

少し増員になっていると。そのような傾向

にはございます。 

 また、非常勤職員、臨時職員の方、今年

から会計年度任用職員と言っております

けれども、そのような職員の方に担ってい

ただいている職場としては、学校現場や保

育所等、本庁以外の部分に、多くが在籍さ

れているということで、その一方で、ご指

摘いただきました時間外勤務というのは、

本庁舎の事務・技術部門で、その多くが発

生していると。そのようなことも事情とし

てはございますので、なかなか一つの要因

でお話しするということが難しい状況か

なとは捉えております。 

 しかしながら、ご質問の趣旨といいます

か、職員の労働環境の問題といいますか、

継続的に長時間労働が続くということに

なりますと、健康管理上も問題がございま

すし、職務遂行上の影響も出てくると。そ

のようなこともございますので、人事課と

してもこの時間外勤務の状況というのは、

しっかり各課の状況を把握していく必要

があるだろうなと考えてるところでござ

います。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 それでは、アンケート項

目についてのご質問にお答えいたします。 

 市外住民、市民にアンケートをする前に、

まず、職員アンケートを実施いたしました。

職員には、市の魅力となる場所ですとか、

あと、とっておきのもの、自慢できるもの、

あとユニークな施策等、これは自由記述と

いうことでアンケートをしまして、その中

から多かった項目について住民アンケー

ト、また市外住民アンケートを実施いたし

ました。なかなか市外の方、特に摂津市の

ことを知っておられない方が多いですの

で、特に写真を入れながら回答しやすくな

るような、選択肢だけで回答できるような

工夫もいたしたところでございます。 

 また、市外住民のアンケートの対象なん

ですけども、これは業者と相談いたしまし

て、業者のほうが抱えておられます、登録

されておられます一応、大阪府内に在住の

方、１６歳から７９歳未満の方を対象に、

市外住民にもアンケートを配付し、回収い

たしたところでございます。 



- 48 - 

 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 それでは、ウィ

ズプランの目標数値等についてのご質問

にお答えさせていただきます。 

 ウィズプランの目標数字については、各

課いろんな数字がございますが、そのうち

の何点かについて、お話させていただきま

す。 

 まず、審議会などの女性の委員の率なん

ですが、平成３０年度については、全委員

会で３３．６％でした。平成３１年度に関

しましては、３４．１％と若干数字として

は伸びております。それは、審議会などへ

の女性の参画の推進については、人権女性

政策課のほうとして女性人材登録制度と

いうのがございます。その制度を各課のほ

うにご案内させていただき、広報誌につい

て、各職場が公募委員を掲載して案内をさ

れて、募集をされている際には、こちらの

ほうから女性人材登録制度の活用のほう

を呼びかけています。 

 また、防災に関しましては、初の女性の

消防団員が４名、平成２８年度から女性団

員がおられます。 

 また、子どもの一時預かりについては、

人権女性政策課のほうでは、以前は１歳半

からの一時預かりだったんですが、昨年度

から、１歳からというふうに、お母さんが

講座を受講しやすいような体制というの

を取らせていただいています。 

 ただ、委員のほうがおっしゃるように、

まだまだ各課、目標数値にはまだまだ到達

していないところの施策もありますので、

人権女性政策課としましては、各課にも働

きかけのほうをしていきたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

○野口博委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 それでは、３回目、お聞き

しておきます。 

 残業時間等についてであります。何度も

蒸し返してるようですけども、市民税課の

過還付の問題がありました。これは原因究

明等については、第三者委員会等で議論し

ていらっしゃるということですので、その

辺の推移、現状で分かってることがあれば、

お教えいただきたいということと。 

 同時に、やはり職員の数が減って、業務

量がふえて、結果的に時間外勤務手当もふ

えてきてというような状況が生まれてい

る中で、職場の中で非常に、自分の仕事が

目いっぱいになっていったりすることに

よって、チェック機能がなかなか薄れてい

くんではないか。または、忙しさの中で、

人間ですので忙しさの中でふだんやらな

いようなミスが発生する可能性というの

は、当然これはあって当たり前のことだと

思うんです。職員の数がどんどん減ってき

て、責任あるような正規職員の数も減って

いるというような環境が続いてきている

中で、このようなミスを誘発しているよう

な環境になっているのではないか。そうい

ったような認識はありますでしょうか。 

 同時に、先日の民生常任委員会でもあり

ましたけども、例えばマイナンバーカード

の紛失の問題でもありますけども、市民課

にしても市民税課にしても、どちらもかな

り専門的な知識を有するような業務だと

思います。 

 辞められた先輩の職員からお伺いする

と、やはり全体を把握して、理解をして業

務をやっていこうと思うと、やはり１０年

から１５年ぐらい経験と蓄積が必要なよ

うな仕事なんだよと、お話をお聞きしまし

た。 

 もちろん人事異動をして、いろいろな分
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野を経験することは非常に大事なことだ

ということは、私も十分に理解をしていま

すが、一方で、市民の皆さんに提供してい

くサービスや業務というのは、基本的に間

違いがないことが前提でありますので、そ

うならないためには、しっかりとしたスペ

シャリストを要請していくような政策が

必要ではないかなというふうに思うんで

すね。市民税課の方にお伺いしたら、現状

で今一番長く継続でいらっしゃる方は、５

年だと聞いております。 

 今回の原因が、それだとは言いませんが、

こうした人がどんどん少なくなっていく

中で、次に技術や情報や経験を伝えていく

べき人が、ころころ変わってしまっている

ような状況というのは、決してこれからの

摂津市の業務であるとか、これからのまち

づくりにとって、もうプラスではないと。

むしろマイナスではないかなと思います

が、その点について今回いろいろな不祥事

であるとか、ミスがちょっとここのところ

連続しています。一つ一つ言うことは控え

ますけどもそういった、特にここ数年、も

ちろん台風、地震、新型コロナウイルス感

染症、業務の掛け合い、いろんな、ここ数

年の間に一気にいろんな業務がふえてき

ているということでありますので、こうい

った問題が出てるかと思いますが、職員の

体制、非正規の職員に置き換えをしたり、

民間委託にシフトしていくのを一旦立ち

止まって、正規職員をしっかりと確保して

いくということが、重要ではないかなと思

いますが、今後の展開については、少しだ

けご紹介いただきたいと思います。 

 シティプロモーションについてであり

ます。こちらは、もう要望させていただき

たいと思いますが、なぜこんな質問をした

かといいますと、最近、市民の皆さんに情

報を提供し、市民の皆さんの意見を集約し、

行政に反映していくためのいろんな計画

が立てられています。令和元年度末には、

たくさんの計画が立てられました。パブリ

ックコメントも出されました。どうしても

市民の意見を聴く際、市民への情報を提供

する際に、コンサルタント事業者に任せ過

ぎではないかというような市民の声をお

聞きしました。丸投げではないかと、悪い

言葉で言えばそういうことですね。 

 そういうことになってしまうと、市民と

市との間で一緒に物事を考えて、共有して、

進めていくべきものが、一つの事業者が入

ることによって分断されてしまう。これは

決してよいことではないと。コンサルタン

ト事業者は、コンサルタント事業者が持っ

ているノウハウや経験を生かして、得意分

野でしっかりと力を発揮してもらえばい

いんですけども、それが前面に出てしまっ

ているケースが、いろんなところで見受け

られるということなんです。 

 シティプロモーションというのは、本当

に私たちのまちの魅力を発信する。私たち

の知らないまちの魅力を自分たちで共有

していくというような、非常に夢のあふれ

る戦略でありますので、今後、市民参加や

市民との共有をしていく中で、コンサルタ

ント会社は、あくまでも裏方で頑張っても

らうというような形で進めていっていた

だきたいと。これはシティプロモーション

にかかわらず、これは要望しておきたいと

思います。 

 男女共同参画問題であります。努力して

いただいて、前進していく分野が幾つかあ

ります。 

 一方で、なかなかこれはジェンダー問題

というのは、一朝一夕に解決できるような

問題ではないというのは、認識しておりま



- 50 - 

 

すが、やはり摂津市が、まず先頭に立って、

いろいろな改革をしていく必要があると

思います。 

 ここでお聞きしときたいのは、次世代育

成支援対策推進法と女性活躍推進法基づ

いて、特定事業主行動計画というのが立て

られています。 

 第三次特定事業主行動計画というのは、

ちょうど令和元年度末に期間が終了しま

して、令和２年度から令和６年度までの５

年間、第四次の計画が立てられています。

これは摂津市が、市の職員さんに対して女

性の活躍を推進する、子育ての応援をする

ための職場環境を整えていくための計画

であります。例えば採用した職員に占める

女性職員の割合、第三次では、３５％を目

標にしていました。管理的地位に占める女

性職員の割合２０％です。男性の育児休暇

取得率は１５％、男性の育児参加休暇取得

率８０％、こういう取得目標が掲げられて

います。これもすぐには到達できるもの、

できないものとありますけども、市の取り

組みとしてしっかり到達するために前面

に押し上げてやっていけば、やはり当然の

ように右肩上がりで目標に向かっていけ

るものだと思うんですけども。 

 まず、ここの委員会でも女性一人しかい

らっしゃらない。議会の中でも二人しか女

性がいないというような現実を見ながら、

特定事業主行動計画において、男女共同参

画の取り組みについて、第四次に向けた取

り組みについて、お答えいただきたいと思

います。 

 以上です。 

○野口博委員長 市長公室長。 

○大橋市長公室長 平成３０年度から令

和元年度にかけて起こりました事象につ

いて、現在整理をしている段階でございま

すので、また進捗がございましたら議会へ

報告させていただきたいと思います。 

 職員数の問題ですけれども、職員数の問

題につきましては、ここ二、三年は、ミス

の問題等との関連というご指摘もござい

ましたけれども、職員数の問題については、

どこと比較をするか、いつと比較をするか

ということがございます。 

 １回目の質問にもございましたように、

職員数が大幅に減ってきた中、行革の総括

もしたわけなんですけども、大幅に減って

きた中で業務がふえてるということは、決

算における歳出の数字等を見ても明らか

になっておりまして、その認識というのは、

我々としては持っております。 

 ただ、職員数そのものにつきましては、

例えば府下の人口当たりの職員数を見た

ときに、摂津市が極端に低いかというとそ

うではなく、ごく平均、もしくは技能労務

職については、平均より多いような状況も

ございますので、一概に減ってきたからと

いって、それが少ないという判断をすると

いうのも難しい部分がございます。 

 ただ、しかしご指摘のとおりそういう状

況が発生しているということは、我々とし

ても真摯に受け止めなければならないと

思っております。 

 あとはやはりもう一つは、ゼネラリスト

とスペシャリストの問題につきましても、

市によってはルール化して、一定の期間に

あらゆる部門を、最低３部門以上の部署を

回る。人事異動をして部署を回っておくと

いうことをルール化してる市もございま

すし、それがいいかどうかという問題はあ

るんですけども、ゼネラリスト、スペシャ

リストの問題については、少し我々として

も、柔軟に今後考えていく必要があるかな

と思っておりますので、そのような対応を
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していきたいと思っております。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、私のほうから

特定事業主行動計画の関係のご質問に答

弁させていただきます。 

 ご質問にございましたとおり、第三次が

昨年度で終了いたしておりまして、目標の

数値ご紹介いただきましたけれども、これ

にはちょっと到達は、最終年度としてはい

たしておりません。採用した職員数に占め

る女性職員の割合３５％に対して３２．

１％、管理的地位に占める女性職員の割合

２０％に対して１６．１％と、そういうよ

うな結果でございました。 

 取り組みは、この間、女性職員を外部の

先進自治体への派遣、積極的な研修機会の

確保ということであったり、それから、管

理部門での登用というか配置を行うなど、

これまでも取り組んでまいりましたけれ

ども。第四次におきましても、女性職員の

活躍の観点から、それぞれ所属長や人事課、

当該職員など、少し役割をかみ砕いた形で、

第四次の計画というのを策定いたしてお

ります。引き続き、次世代育成の観点と女

性活躍推進の観点から取り組みを進めて

まいりたいと考えてるところでございま

す。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 そうしたら、職員数の件で

ありますが、他市と比べてどうかというこ

とよりは、摂津市で今起きていることと、

これまでの職員を削減してきたことと、一

旦立ち止まって、市としてどうなのかぜひ

考えていただきたいと思います。これは意

見として申し上げておきたいと思います。 

 同時に、やはり現場の人手不足というの

は、非常に深刻ですよね。摂津市独自でい

ろいろな、各課でいろんな市民サービスを

向上させていきたいと思ったときに、それ

を担うための職員がいない。結局、非正規

職員に頼らなきゃいけない。非正規職員に

頼っても、非常に短期間で、しかも低賃金

ということであれば、人は集まらないと。

民間委託にシフトしていっても、民間の事

業者でも人がいないと。給食の民間委託な

んかもそうですよね。非常に社会全体が、

マンパワーの不足が本当に市民サービス

の後退にもつながりかねないという状況

になっています。民間企業であれば、そこ

は人を削減して、別の道をというようなこ

とになります。当然、民間企業は、存在の

目的は利潤の追求でありますし、株主配当

という最大の目的があります。 

 しかし、公的機関は、利潤の追求は目的

ではなくて、市民サービスの向上、福祉の

増進というのが一番の仕事でありますか

ら、必ずしもコスト削減が最優先課題では

なくて、いかにして、そのバランスを取り

ながら住民サービスの担い手を確保して

いくのかという観点が、やっぱり非常に必

要ではないかなと思います。例えば保育士

は本当に人数が少ないです。 

 しかし、保育の人材を派遣している事業

者にお聞きすると、正規職員であれば、資

格を持ってる人はたくさんいるので、正規

職員でちゃんと将来を見通して仕事がで

きるのであれば、人は集まりますというよ

うなお話を聞いたことがあります。しかし

ながら、１時間、２時間、もしくは１年、

２年という、その後はどうなるか分からな

いというような不安定な人の集め方、今こ

れ当たり前になってしまっていますけど

も、それでしっかりとした保育を担う人を

採用し、育てていくということは、非常に

難しいと。 
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 やはりこの点については、同じ思いでは

あるかと思います。もちろん財政の問題も

ありますから、そう簡単には、そうですか

とはならんかもしれませんけども、やはり

ここはそういった観点からの議論と、それ

から職員の採用を、職員数の定数管理の問

題については、しっかりとした議論をして

いただきたいということを、これはもうこ

れ以上は答弁いいので、意見として申し上

げておきたいと思います。 

 男女共同参画に関わって、特定事業主行

動計画についてお話がありました。女性が

働きやすいというのと同時に、男性が働き

やすい、男性が子育てに参加ができるとい

う点でいうと、取得率とか育児の参加する

ための休暇の取得率というのがあります。

これは能動的に実施していくことできま

すし、例えば女性の採用の割合をふやして

いこうと思えば、阪急電車のつり革広告で、

女性採用を前面に出してやるようなこと

だって十分にあり得るわけで、やはり特定

事業主行動計画というものがあるわけで

すから、それが女性の社会参加を促し、同

時に、男性も女性も一緒になって育児や次

世代を育てていく環境をつくっていくと

いう意味では、非常に大事な計画でありま

すし、摂津市全体で、社会全体で男女共同

参画社会を築いていくためには、それを推

進していくための摂津市の中身で大きく

転換をしていく、それが外から見える。そ

れがやはりシティプロモーションにつな

がっていくというふうに思いますので、そ

ういった取り組みをやっていただきたい

と。これも意見としておいて、終わります。 

○野口博委員長 安藤委員の質問は終わ

りました。 

 続いて、藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 それでは、何点か質問さ

せていただきたいと思います。 

 まず１点目ですけども、地域手当につい

てです。これは毎回、質問させていただい

ておりますけれども、これは職員全般にわ

たって長年の課題になってますけども、令

和元年度での取り組みについて、お答えい

ただきたいと思います。 

 それから、２番目です。職員自主研究グ

ループについて、令和元年度で、自治体業

務におけるＡＩ導入についてということ

で、職員のほうで研究されていますけども、

それに基づいて、令和２年度からいろいろ

導入はされているものであったりとか、一

度、総括的にどういう研究であったのかと

いうことについて、評価をいただきたいと

思います。 

 それから、３番目、シティプロモーショ

ン推進事業で、先ほど来、議論されていま

すけども、令和元年度でも新規事業という

ことで、シティプロモーションをいよいよ

スタートさせるということで、ある意味で

は鳴り物入りでスタートしたわけですけ

ども。当時から私は訴えてましたけど、職

員の意識をしっかりと変えていって、それ

こそ職員全員でシティプロモーションに

当たっていくような職員の意識改革が、ま

ず大事ですよということを随分訴えてき

ました。それに対するいろいろ取り組みも、

研修とかもやられているというふうにお

伺いしている。認識してるわけですけど、

令和元年度でどのような職員改革のため

の取り組みをされてきたか、ご答弁をお願

いしたいと思います。 

 ４番目、男女共同参画推進事業です。こ

れも先ほど来、議論されていまして、ウィ

ズプランの進行について、今どんどん進め

ていってるということで、先ほど答弁があ

りました。 
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 私も一つの大きな指標として、やっぱり

各審議会の女性員の占める割合が３５％

というのは、非常に以前から、ずっと前か

らこの指標は大事にしてまいったことで

ありますして。 

 それからもう一つは、防災に対する政策

方針への女性の参画拡大というような、こ

れも非常に大事な項目として注目をして

きているんです。 

 もう一つは、ひとり親家庭に対する貧困

対策等、貧困対策である。これはちょっと

所管が違うので、今日は聞きません、この

ことは。 

 ただ、先ほど審議会の達成率が、やや向

上しているという話がありましたけども、

各部署の協力体制が、ここにはいらっしゃ

らない部長も含めて、ぜひ協力してくださ

いということを呼びかけたこともありま

したけども、各課、部長、また各課の協力

体制について、令和元年度どうであったか。 

 また、実際に協力していただいて、審議

委員として女性が組み込まれていったよ

うな事例があれば、併せて答弁いただきた

いと思います。 

 それから、これからですみません、政策

推進課で開催されました企画調整会議か

らちょっと教えていただきたいと思うん

です。 

 気になるものが、いろいろありまして、

一つは、人材育成実施計画進行管理に対す

る海外が持たれていますけども、これは概

略どのような議論であったのかというこ

とが５番目。 

 それから６番目は、同じく１課１改善運

動ということが取り上げられて、議題にさ

れていますが、この議論の中身、概略につ

いて教えてください。 

 それから、７番目は、同じく特定事業主

行動計画、これは先ほどありました。この

ときは、まだ第３期についてだと思います

けども、どのような議論の概略、お願いし

たいと思います。 

 それから、８番目、同じく勤務時間内の

喫煙禁止についてということが議題にさ

れています。このことについて。 

 それから、９番目に、労働時間短縮に向

けた全庁的な取り組みについてという議

題にされてますので、これについて概略を

教えてください。 

 それから、１０番目、旧千里丘市民サー

ビスコーナーの活用、これは実は、所管が

違うんですね。だけども、政策推進課が窓

口をされていますので、政策推進課として

の議論の概略がお答えできれば、お願いし

たいと思います。 

 それから、１１番目、大阪府におけるパ

ートナーシップ宣誓証明制度について、お

答えいただきたいと思います。 

 以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、私のほうから

１番目と２番目のご質問に答弁させてい

ただきます。 

 まず、地域手当の昨年度の動きというこ

とでございますけれども、ご承知のとおり

地域手当につきましては、近隣市と比較し

て本市が低い水準にございます。 

 昨年度、決算審査に係る委員会において

答弁を少しさせていただきましたけれど

も、これまでの定例的な国や府への要望に

加えまして、異なるアプローチとして本市

と同様に、近隣市より低い水準に指定され

ている大阪府下の自治体２市と連名で国

への要望を行っております。具体的に、２

月に代表市が、総務省のほうに直接要望書

の提出に伺っていただいておりまして、内
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容といたしましては、少し広域で級地の区

分の決定してほしいということ、それから、

地域手当の見直し期間を１０年から５年

に短縮する。そういったことについて要望

を行ったところでございます。 

 それから、２番目の自主研究グループ、

ＡＩの研究をどのような評価をというお

問いでございました。自主研究グループの

中で、自治体業務におけるＡＩ導入という

ことで、様々な事例を取り上げまして、ま

た、導入に当たって検討したことや想定し

ていなかった問題が発生したかなど、その

ヒアリングも含めて丁寧に研究をしてい

ただいたものでございまして、これを受け

て、参考にしながらＲＰＡ等、今年度も少

し拡大を図ろうとしておりますけれども、

そういった取り組みにつながっていって

るものとして評価をいたしております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、シティ

プロモーション戦略に対する職員意識を

高める取組について、お答えいたします。 

 昨年度、人事課と共同で、また亀谷参事

を講師といたしまして、若手職員を対象に

職員のモチベーションを向上させながら、

本市の魅力ある施策を構築していくイン

ナーブランディングを実施いたしました。 

 これは、部を越えた１チーム５人を６チ

ーム編成しまして、それぞれのチームから

２提案ずついただきまして、最終的には市

長をはじめとする三役にプレゼンテーシ

ョンを実施しました。 

 その中で、不登校対応のセラピードッグ

ですとか、あと防災訓練時で使用する水害

を疑似体験するＡＲなど、予算化された提

案もございました。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、男女ウィズプランの進行の件につきま

して、ご答弁させていただきます。 

 女性の社会進出ですとか、男女共同参画

社会の実現に向けて、女性が積極的に政策

の立案、及び決定の輪に参加できるよう市

の審議会の女性委員の登用率については、

各課に審議員の女性率を上げていただく

ように取り組んでいただいているところ

です。 

 人権女性政策課では、先ほど申し上げた

ように女性人材登録制度を担当課にご案

内させていただいています。ホームページ、

広報紙等の公募の掲載が入ったときには、

人権女性政策課からご案内させていただ

いています。 

 その分で、実際に活用し、閲覧していた

だいた事例についてですが、高齢者保健福

祉計画・介護保険事業計画推進審議会の委

員選出時、文化スポーツ文化振興計画推進

審議会、国民健康保険の運営協議会、そう

いった部署が、閲覧に来ていただいて、活

用をしていただいているところです。 

 もう一件、防災に関する政策方針決定の

過程への女性の参画拡大についてですが、

先ほど答弁させていただいたように防災

サポーターについては、昨年度、防災危機

管理課と合同でさせていただいたことの

関係から、１３名女性の防災士の登録につ

なげれたと考えています。 

 消防団につきましても、先ほど申し上げ

たように４名女性団員が、加入されておら

れ、消防の出初め式にも参加され、積極的

に防災分野で活躍いただいていると認識

しております。 

 以上です。 

○野口博委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、私のほうから
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５番目から９番目に係ります企画調整課

会議での議論というような、そのご質問に

答弁をさせていただきます。 

 まず、人材育成実施計画の進行管理に関

する部分でございますけれども、これは毎

年、進行管理として各課で各取組について

どういう評価をしたかと。そういうことの

集計というのを行っておりまして、前年に

比べて低い項目であった取組については、

新たな手法を考えると。そのようなことで

企画調整会議に報告をさせていただきま

した。 

 昨年度におきましては、少し若手職員へ

のフォローが十分でなかったと思われる

ことや、業績評価、あるいは管理職のマネ

ジメントの関係の項目で、少し前年度より

低い結果が出たということもありまして、

新たな研修をさせていただくというよう

なことで、報告・意見をもらったというよ

うなことでございました。 

 それから、６番目のご質問、１課１改善

運動の部分でございますけれども、この運

動につきましては、人材育成実施計画の中

に定めておりますものでございまして、平

成２９年度から実施いたしております。各

課の取組事例について、情報の共有を図り

ながら、人材の育成の観点も踏まえながら

進めているということでございます。平成

３０年度からは、労働時間縮減の観点から、

事務効率化につながるものにより重点を

置いた形としまして、昨年度は中間報告及

び最終の報告の際に、所属長への確認をよ

り徹底し、指導機会につながるよう一部変

更の上、実施をしたということでございま

す。この辺りの議論を企画調整会議におい

て、させていただきました。 

 それから、７番目のご質問の特定事業主

行動計画についてでございます。先ほどち

ょっと答弁の中で数値目標の達成状況に

ついてご紹介させていただきましたけれ

ども、この企画調整会議においても、その

数値目標の達成状況、それから取り組みを

具体的にどういうことをしていたかとい

うことで、各職員からご意見をいただくよ

うな形で議論をさせていただきました。 

 第三次の計画においては、目標数値には

達成には至っておりませんので、まだ取り

組みが十分でないというようなことで、そ

ういうような報告もさせていただきなが

ら、次期の改定に向けて、ご意見をいただ

いたというようなことでございます。 

 それから、８番目のご質問で勤務時間内

の喫煙禁止についてでございます。昨年の

７月以降の庁舎敷地内禁煙の法施行に関

連しまして、市有公共施設の敷地内禁煙に

ついての見通し、また、職員の勤務時間内

の禁煙について、議論・情報共有を行い、

公共施設の敷地内禁煙につきましては、令

和２年４月１日までの間に順次、実施する

こととなったものでございます。 

 それから、９番目のご質問で、労働時間

縮減の部分でございます。この取り組みと

しまして、全庁的な取り組み、ノー残業デ

ーの徹底など、これまでの制度の徹底に取

り組むアクション項目が６項目、それから

情報共有をはじめとする新たな取り組み

についてのアクション項目が５項目、これ

らについて検討、今後の動きなど、出席の

方と共有を図ったものでございまして、説

明会の開催等について報告を行ったとい

うことでございました。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 大西課長。 

○大西政策推進課長 それでは、１０番目

の企画調整会議についてのご質問につき

まして、事務局を担っております政策推進
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課の立場からのご答弁をさせていただき

ます。 

 まず、企画調整会議につきましては、各

部各課が検討している施策・事業を全庁的

に議論及び情報共有をしていくことを目

的に設置した会議体となっております。 

 先ほど委員からご質問がございました

旧千里丘市民サービスコーナーの活用に

つきましては、施設所管課であります自治

振興課から議案の発議があり、今後の活用

方法について全庁的に意見を募ったもの

となっております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、大阪府のパートナーシップ宣誓証明制

度について、お答えいたします。 

 大阪府においては、令和２年１月２２日

からパートナーシップの宣誓証明制度を

始められました。大阪府のパートナーシッ

プ宣誓証明を活用するに当たっては、法的

な婚姻関係が必要なものや条例改正が必

要なものもありますことから、市として活

用できることを確認・調整するために企画

調整会議を行ったものです。 

 以上です。 

○野口博委員長 暫時休憩します。 

（午後２時５６分 休憩） 

（午後３時２４分 再開） 

○野口博委員長 再開します。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 それでは、２回目をさせ

ていただきたいと思います。 

 まず１番目、地域手当についてですけど

も、新たなアプローチということで、同じ

ような状態になっている市と共同で働き

かけをしたということでございました。 

 今までの議論ですと、これまでも何回も

言うても、もう何の反応もないというふう

な答弁が続いていたわけですけども、この

アプローチに対して、何か反応があったの

かどうか、教えていただきたいと思います。 

 次に、職員の自主研究グループについて

でございます。先ほど概略をおっしゃって

いただきました。この中に、例えば前のＡ

グループで議論しました災害へのＡＩ活

用というなんかも、実はここで研究ちゃん

となされていますし、道路の補修のことも

そうですし、また、議事録作成、これは関

係ないですな。この後ろの人たちがあれに

なりますけども、こういうのも非常に一番、

だけど導入している市が多いということ

もありますので、こういうことも含めて、

どんどんこれは今後も、もう一つ、市民総

合窓口チャットボットと、これも非常に取

り入れているところが多いですよね。こう

いうことを、またぜひ、せっかく検討して

いただいておりますので、さらにこれを生

かしていただいて、そして、どんどんＡＩ

やＲＰＡですか、導入をしていただきたい

ということで、これは要望しておきたいと

思います。 

 それから、シティプロモーションでござ

いますが、若手職員を中心として様々な取

り組みを進めているということで、これは

継続してくださいね。１回で終わったら、

これはあきませんので、何回も繰り返しな

がら、本当にオール摂津で、このシティプ

ロモーションが取り組んでいけるような

意識改革をお願いしておきたいと思いま

す。 

 それで、ちょうどもう少し前、ＪＲ千里

丘駅の手前に大きな看板があります。電車

内から見える看板がありますけども、これ

看板、人間基礎教育の看板ですね。これな

んかは、非常に目立つし、私、前に一度言
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ったことがあります。あれを何とかうまい

こと利用して、摂津市のイメージアップの

ためにシティプロモーションに使えませ

んかということを言ったことがあります

けども、令和元年度でこういった検討がな

されなかったのかということで、もう一回

ちょっと答弁をお願いしたいと思います。 

 それから、男女共同参画推進事業でござ

いますが、事例３例をおっしゃっていただ

きましたけども、全ての部署が協力してい

ただいて、これは人権女性政策課だけでの

問題じゃなくて、もう全庁を挙げての課題

でありますので、そういう立場で皆さん推

進しないといけないという立場にありま

すので、そういう立場でお願いしたいと思

います。今日、来ていない人も含めて、全、

部課長にそれを言っておきたいと思いま

す。 

 それから、防災についての関わりですけ

れども、非常に私、期待をしています。や

っぱり女性の目線が、防災の中に今はなか

なか入ってないということは、今までも問

題でしたけども、やっぱり避難所の運営に

しても、女性の視点が絶対大事なんですね。

男はもう大ざっぱなことになってしまい

ますから、それをやっぱり女性目線を入れ

ることで、本当にいろんな意味で大事なの

で、これはいろんな地域防災計画の策定委

員会なんかもありますね。ここにもなかな

か、あと災害対策本部とか、それから各団

体の連携会議とかいろんな会議体があり

ますが、そういうとこにどんどん女性が入

ってきていただけるように、これはお願い

しておきたいと思います。 

 要望でございます。 

 次に、政策推進課で行われました企業調

整会議からの話でございますが、まず、人

材育成実施計画の進行についてでござい

ますが、人材育成ももう本当にいろんな計

画をたくさんつくっていただいてまして、

私ずっと過去のものから持ってますけど

も、昭和１８年から始まってます。摂津人

材育成基本方針、ここから始まってずっと、

これが最新で平成２８年３月が最新です

か。 

 この中で４番目、本計画の実施を目指す

分野別の目的項目の１、職場の中の②のと

こに、ノウハウ、テクニック、そして業務

の本質の共有と継承による包括的かつ効

率的な業務執行、これは先ほどの議論にも

ちょっと引っかかってくるかも分かりま

せんけど、こういうことがしっかり人材育

成として励行していっていただいている

んだろうと思ってるわけです。この中にや

っぱり小さなミスを見逃したり、結果的に

大きなミスにつながったりすることも想

定されることから、内部統制の視点も踏ま

えるとともにＯＪＴ実践マニュアルを活

用しながら、職場全体でミスの起こりにく

い業務執行の体制構築が求められている。

こういうふうに書かれているわけですけ

ども。 

 ところが、先ほどあるように最近ちょっ

とミスが多いですよね。発覚してないもん

も含めますと、結構あると思います。発覚

したのは、今そういうことになってますけ

ど、そういうのはやっぱり緊張をしっかり、

個々が緊張して、ミスを出さないという雰

囲気というんですか、これをしっかり醸成

していかないといけないと、ある意味では。

ベテランになるということも大事かもし

れませんけども、一人一人がミスを犯さな

いという意識を持つということが、大事だ

と思うんですけど、この人材育成実施計画

の総括と合わせて、このミスを出さないよ

うに緊張感を保つようにということで、ど
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んな取組をされたのか、もう一度このこと

については聞いておきたいと思います。 

 それから、１課１改善運動については、

平成２９年度から広められた。こういうこ

とは非常に大事なことなので、ぜひこれも

継続して実りあるものにしていっていた

だきたい。特に今は、労働時間を縮めると

いうことに対応を考えておられるという

ことでございますが、労働時間短縮に向け

た全庁的取り組みというのをまとめられ

ています、これ平成３１年４月ということ

で。 

 この中に先ほど答弁ありましたけども、

六つのアクション、これは実行中であると

いうことで、私たちもよく耳にします。今

日はノー残業デーです。皆さん帰りましょ

うというような放送があったりとか、チャ

レンジドオフィスを十分に活用するとか、

こんなんも入ってますけども、しっかりこ

れも実行していただいて、働き方改革をし

っかり進めていただきたいといことをお

願いしておきたいと思います。 

 とにかく皆さん、こういうのをつくられ

るのはすごい上手ですけど、実行していく

のは、やっぱり大事ですから、そこをほか

のも一緒ですよ。こういう人材育成基本計

画もそうですし、実行するのが大事なので、

そこのところをお願いしておきたいと思

います。 

 それから、前後しますが、特定事業主行

動計画についてでございますが、全庁的に

ちゃんと取り組んでいただいてるという

ことは分かりました。しっかり進行状況に

ついても、これ本部長は森山市長になるん

ですかね、しっかりお願いしたいと思いま

す。 

 それから、労働時間短縮言いましたね、

さっき。それと勤務時間内の喫煙禁止につ

いてということでございますが、ちょっと

答弁があまり分かりにくかったのは、昨年

７月から敷地内禁煙が始まって、それで今、

堤防のところに休憩時間にたくさんたば

こを吸いに行かれてますが、ちょっと一部

の市民からいろいろ声が聞こえてきてる

わけですけども。そういう声は多分、担当

課にも届いてるんだろうと思いますけど

も、そういうことも踏まえて、どのような

対処をしておられるのか、もう一度ちょっ

と堤防問題、併せてちょっとお願いしたい

と思います。 

 それから、旧千里丘市民サービスコーナ

ーの件は、もう分かりました。これはこれ

以上、答えていただくことはできないと思

いますし、これは、今まで私、民生におり

ましたけども、そこでの議論していた中で

は、フォルテ３０１、３０３が稼働率が少

ないので、このサービスコーナーの改修な

ども行って、稼働率を上げていく工夫をし

ていきますという答弁をもらってるわけ

ですけども、どうもなんかそうにはなって

ないようでございまして、これはそういう

ことも含めて、それから、フォルテ全体の

活性化も含めて、しっかりとご検討いただ

きたいということで、今日はここにはいら

っしゃらないですけども、要望しておきた

いと思います。 

 最後に、パートナーシップ宣誓証明制度

についてでございますが、なかなか厳しい

ということで、さっきちょっとはっきりお

っしゃらなかったですけども、法的な束縛

があって、ほとんど効果がないということ

やそうでございます。 

 大阪府がパートナーシップということ

を始めまして、宣誓証明制度というのを始

めたわけですけども、先進市ではやってい

るところも一部あるんですけどね、法的な



- 59 - 

 

壁は越えられないんだということで、それ

こそ市民課としても、一応そういう応援を

しますというようなものでしか、今のとこ

ろはできないんだという話はそうでござ

います。 

 そういう意味では国の制度をやっぱり

改定しない限り、実質的ないろんなことに、

そういうことはできないということでご

ざいますので、これはしっかりまたこれか

ら研究をしていただいて、これは一般質問

で、私も提案させていただいたこともあり

ますけれども、そういう意味では、先ほど

ＬＧＢＴの話も出ましたけれども、そうい

う人たちに対しても、やっぱり温かい目で

取組をしていくんだという、人権上の人権

先進地としてしっかり検討もしていって

いただきたいと思いますので、ここも要望

としておきたいと思います。 

以上です。 

○野口博委員長 人事課長。 

○浅尾人事課長 それでは、私のほうから、

１番目の地域手当のご質問について答弁

をさせていただきます。 

 ２月４日に、代表市が総務省に赴きまし

て、要望書の提出を行っております。その

際に、対応していただきました総務大臣政

務官ですとか、自治行政局の公務員部長、

この方々に直接手渡しを行ったというこ

とですけれども、これまでと違う働きかけ

になったというふうには考えております。 

 その場におきまして、政務官からは、関

東地方からも同じような要望書というの

が出ておりまして、見直さなければならな

いと考えているというようなご発言もご

ざいました。また、非常に重要な案件であ

るので、議論が必要ですので、早急に対応

するように伝えると、そのようなご発言が

あったということで、代表市からお聞きを

いたしております。 

 その後、関係市と、今後も継続的に要望

を続けていく方向で議論を行っておりま

して、効果的な手法ですとか時期、今、こ

の辺りについても引き続き協議を行って

まいりたいと考えているところでござい

ます。 

以上でございます。 

○野口博委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、ＪＲか

ら見える人間基礎教育の看板の活用の検

討についてお答えいたします。 

 ＪＲ岸辺駅と千里丘駅間の明和池公園

横の緑地帯に、２５メートルサイズの人間

基礎教育の看板、「人間基礎教育のまちせ

っつ」の看板があることは認識しておりま

す。しかし、令和元年度に具体的な活用方

法については、検討には至っておりません。 

 ご提案いただいております看板につき

ましては、もともとＵＲが検討事案の開発

事業をＰＲする看板として使用していた

ものを、本市が平成２８年に譲り受けたと

聞き及んでおります。譲り受けた経緯もご

ざいますので、関係課、関係機関とも協議

しながら、新たな活用方法の可能性につい

て検討してまいりたいと考えております。 

○野口博委員長 浅尾人事課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、私のほ

うから５番目の人材育成の進行管理の関

係のご質問でございます。 

 ミス防止の観点での取組ということで

ございます。本市におきましては、適正化

のアクションプランということで、平成２

６年度から庶務実務研修等に取り組んで

おりまして、この研修の内容といいますの

が、毎年１２月に財政課、それから会計室、

総務課で、職員の各事務処理の中でミスが

あった件数というのを確認を行っており
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ます。 

 この実績に基づきまして、当該年度の研

修の内容に変更を加えたり、よくあるミス

の部分について改めて周知を図ると、その

ようなことを継続的に行っているところ

でございます。 

 このほか、ご紹介いただきましたとおり、

ＯＪＴの実践マニュアルというものを各

課に配備をしておりまして、実際にこれを

運用というか活用していただくような形

で配備をしているわけなんですけれども、

この活用の仕方が十分であったかどうか

ということを改めて検証する必要がある

と考えておりますし、ミスが起こらない体

制については、今後幅広く検討していきた

いというふうには考えてございます。 

 それから、８番目の堤防の関係でござい

ます。勤務時間内の喫煙禁止の通知を昨年

の６月に発出をいたしておりまして、この

中で、公共的な空間において望まない受動

喫煙を生じさせることのないよう努める

ということで啓発を行いました。今年の５

月にも、ご質問にもございました市民の方

からのご意見等もございまして、これを基

に、改めて喫煙マナーの向上、それから受

動喫煙に係る周囲の状況への配慮につい

て、職員に自覚を促すよう通知を行ってい

る状況にございます。 

 今後も、必要に応じた対応について検討

してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 地域手当についてです

けれども、今、ご答弁をいただきますと、

ちょっとひびが入ったかなという感じが

しますので、ここは間髪入れずにしっかり

と要望をしていただきたいと思います。ま

た続けていただいて、粘り強く申入れをし

ていただいて、何とか改善できるように頑

張っていただきたいということを要望し

ておきたいと思います。 

 それから、シティプロモーションですね、

検討までは、ちょうど同じ時期に始めたと

いうこともあったので、検討まで至らなか

ったかも分かりませんけれども、非常に目

立つということもありますし、ぜひこれう

まいこと利用していただいて、摂津市のイ

メージアップ、プロモーションに生かして

いただきたいと思います。 

 ちょうどＪＲの車内からよく見えます

し、そんなんで、一つご検討くださいませ。

これも要望です。 

 それから、ミスについて、先ほど来もあ

りますので、この人材育成、しっかりお願

いしておきたいと思います。要望です。 

 禁煙問題ですね、堤防で、あそこは合法

的なんですけれども、ただ、いろいろ市民

からの苦情もありますので、何かいい方法

はないか、また一遍、今後の課題というこ

とで検討をお願いしておきたいと思いま

す。 

以上で終わります。 

○野口博委員長 では、藤浦委員の質問を

終わりました。 

 続いて、南野副委員長。 

○南野直司委員 最後の質問になりまし

た。よろしくお願いします。 

 それでは、１点目に、決算概要、４０ペ

ージになります。労働安全衛生事業につい

て、ちょっとお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 職員の健康維持と災害発生の防止とい

う観点から、新型コロナウイルス感染症と

いうことで、今年の大体２月、３月ぐらい

から拡大がなされてきたと認識をしてお

ります。令和元年度ということで、ちょっ
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とお聞きしたいんですけれども。 

 職員の皆さんの健康という観点から、や

っぱり市内の事業所からもたくさんフェ

イスシールド等々いただいておりますし、

飛沫防止シート、それから消毒体制等々に

ついてもです。健康管理という観点からで

すね。その観点から、ちょっとご答弁いた

だきたいと思います。 

 それから、２点目には、４４ページにな

ります。ホームページ事業ということで、

ご質問させていただきたいと思います。 

 事務報告書の１５ページに、ホームペー

ジの閲覧数ということが載っていますけ

れども、３月がぐーんと上っていまして、

６３万７，５６４アクセス、これは新型コ

ロナウイルス感染症の関係で多くの方が

ホームページをご覧になったのかなと認

識しております。 

 もう一つは、今の摂津市のホームページ

におきましては、平成３０年４月１日にリ

ニューアルがなされました。中身につきま

しては、デザインが摂津市らしい、あるい

はスマホでも見やすい、いろんな条件で探

しやすい、子育てサイトもリニューアルと

いうことで、様々工夫を凝らしていただい

て、リニューアルされたんですけれども。 

 ちょっとお聞きしたいのは、全ての方と

いいますか、障害をお持ちの方、目が不自

由な弱視の方、いわゆるユニバーサルデザ

インであったり、アクセシビリティの確保

の観点から、様々、このホームページに取

り入れていただいているんですけれども。 

 その中で、外国人の方への対応というこ

とで見てみますと、英語、中国語、韓国語、

スペイン語、ポルトガル語の５、日本語合

わせて六つの国の言葉でホームページが

見られるようになった。これはグーグルか

何かの基本的な言語対応をしているのか

なと思いますけれども。 

 摂津市におきましては、私が認識してい

るのは、フィリピンの方、多く住んでおら

れるというふうに認識をしております。多

くの方が英語で対応できると思うんです

けれども、中には、タガロク語でしかちょ

っと対応できない方もいらっしゃるとい

うふうに認識しているんですけれども。そ

ういう言語をホームページで見れないか、

そういうことはできないかを併せてアク

セシビリティ、いわゆるユニバーサルデザ

インの観点からもちょっとご答弁いただ

きたいと思います。 

 それから、３点目に、４８ページになり

ます。政策推進課の中の一般事務事業の中

で、ちょっとお聞きしたいんですけれども。 

 第４次総合計画、まち・ひと・しごと創

生総合戦略の総括をちょっと見させてい

ただきまして、その中で、令和元年度にパ

ブリックコメントの意見提出方法に、ウェ

ブフォーマットを追加しましたというこ

とで、いろいろ議論なされて、このように

ウェブを通じてフォーマットを使われた。

効果について、どうだったのか、お聞かせ

いただきたいと思います。 

 それから、４点目です。平和施策推進事

業ということで、これは安藤委員もご質問

されましたけれども、いわゆる広島、長崎

に原子爆弾が投下されまして、今年で７５

年経過しました。世界には１万４，０００

を超える核兵器が存在するという事実が

あります。そして私たちは、過去から学び、

決して同じ過ちを起こしてはなりません。 

 我が国をはじめ全ての国々が核兵器禁

止条約の早期締結を実現できるよう、摂津

としましても署名活動を積極的に行いま

したということで、署名活動、毎年実施し

ていただいております。 
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 事務報告書の、先ほど課長のほうからご

答弁あったと思うんですけれども、報告書

に、人権女性政策課、あるいは男女共同参

画センター、そして各公民館ということで、

署名活動、事務報告書に載っている分だけ

ですけれども、見させていただいているん

ですけれども。 

 人権女性政策課のホームページから、平

和首長会議に行って、ウェブで署名をでき

るようになっているんですね。そういった

ウェブの署名に関して、どこまで掌握でき

るかあれなんですけれども、利用なんかあ

るのかどうかですね、お聞かせいただきた

いと思います。 

 最後に、シティプロモーション、これは

要望としておきたいんですけれども、各委

員から様々ご提案がありました。私も毎回

同じことを、ご要望というか、させていた

だいているんですけれども、やっぱり摂津

市はコンパクトなまちであります。第４次

総合計画から新たな総合戦略にシフトし

ていくんですけれども、やはりまちづくり

の将来像は、「みんなが育むつながりのま

ち」ということで、協働の取り組みがやっ

ぱり大事だなと思います。小さなコンパク

トなまちだからできることっていうのは、

本当にあると思うんです。市民の皆さんの

人間力を生かした取り組みが本当に大事

だなと思います。 

 市役所行政、市の職員、そして市内の事

業所、そして市民の皆さんと協働でシティ

プロモーションをつくり上げていくとい

うことが、非常に大事だなと思います。 

 挑戦をどうか、どんどん新しいことに挑

戦をしていっていただきたいなと、失敗を

恐れずに、こんなん言うたらあれですけど、

思いますので、どうかよろしくお願いしま

す。これ、要望としておきます。 

 以上で、１回目終わります。 

○野口博委員長 そうしたら、答弁を求め

ます。 

 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、私のほうから、

労働安全衛生事業に係ります１番目の質

問に答弁をさせていただきます。 

 昨年度の予算執行において、新型コロナ

ウイルス関連による支出というのは実質

ございませんでしたが、１月以降、１月の

下旬以降になったと思いますけれども、新

型コロナウイルス感染症の拡大に伴いま

して、当初はせきエチケットを求めるとい

うような対応を職員に求めていたわけな

んですけれども、そのうちに、マスク等が

手に入らない状況というのが出てまいり

まして、一定数、最終的には職員が手に入

らない場合には配布をするというような

対応にまで至った部分もあるんですけれ

ども。 

 この間、日々更新される感染を防ぐ手法

として、ご紹介いただきましたようなシー

ルドの関係ですね。本市も窓口にビニール

シートを張っていたり、食堂に感染防止の

アクリル板を置いたりというようなこと

もやっておりますけれども、そういったこ

とにも取り組みながら、職員の感染を防ぐ

取り組みということで、これまで取り組ん

できていると。 

 このほか、在宅勤務の試行実施の部分で

すとか、時差出勤、これらで通勤時の感染

を防止するといった観点、それから職場に

おいては、先ほど来のマスクの着用、それ

から手洗い、うがいの徹底、換気の徹底な

ど、これらに取り組みつつ、感染の防止を

図ってきていると、そのような状況でござ

います。以上でございます。 

○野口博委員長 古賀課長。 
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○古賀広報課長 それでは、市ホームペー

ジのアクセシビリティをユニバーサルデ

ザインの取組とフィリピン人のタガロク

語の対応についてのお問いにお答えいた

します。 

 委員、今ご質問にありました平成３０年

度にリニューアルしたホームページにつ

きましては、障害者、高齢者、誰もがホー

ムページ等で提供される情報を支障なく

利用できるように、アクセシビリティです

とか、ユニバーサルデザインを意識したホ

ームページになっております。 

 外国語機能といたしましても、先ほどご

質問にありました英語、中国語、韓国語、

ポルトガル語、スペイン語の５カ国語をグ

ーグルの翻訳機能と連動させて、ホームペ

ージ上から翻訳できるような形にはなっ

ております。 

 しかし、ご質問にありましたタガログ語

については対応できない状況でございま

すけれども、今すぐになかなか費用をかけ

てそこを改修ということは非常に難しい

ということも考えておりますので、また、

リニューアルする際には、現在対応してい

る５カ国語だけ足りるのか、その辺りをま

た関係部署とも協議しながら、検討してい

きたいと考えております。 

○野口博委員長 大西課長。 

○大西政策推進課長 それでは、質問番号

３番目の、各課で行っておりますパブリッ

クコメントについて、ちょっと総括的にご

答弁をさせていただきます。 

 まず、パブリックコメントにつきまして

は、各種計画策定時に実施をしております。

令和元年度の取組といたしましては、各種

計画についての意見を募集する際に、ホー

ムページ上にバナーを設置し、利便性向上

の工夫を行いました。 

 結果といたしまして、八つの計画策定で

２９３件のご意見を頂戴しているという

ような現状となっております。以上でござ

います。 

○野口博委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 それでは、核兵

器禁止条約の署名の関係につきましてご

答弁させていただきます。 

 人権女性政策課のほうでは、平和施策と

して、平成２１年から加盟しております平

和首長会議の核兵器禁止条約の締結促進

や早期発効に向けた署名活動のほうを行

ってきました。 

 議員がおっしゃっておられるように、今

現在は人権女性政策課のホームページか

ら平和首長会議の電子署名のほうに飛ぶ

ような仕組みができておるんですが、その

分は直接入力をする関係で、摂津市民の方

がその平和首長会議の電子署名の人数の

把握というのはできない仕組みになって

おります。以上です。 

○野口博委員長 南野副委員長。 

○南野直司委員 ありがとうございます。 

 １点目の、職員の健康維持と災害発生の

市の観点から、新型コロナウイルス感染症

で学んだことということで、課長からご答

弁いただきました。 

 また、今後もいろいろとこういった感染

症、出てくる可能性もありますし、やはり

多くの方が来庁する市役所、例えばですね、

公共施設全部ですけれども、市役所という

のは多くの方が来庁される。職員の方が、

今回でしたら新型コロナウイルスに感染

してしまうと、市役所がストップしてしま

うということで、多くの市民の皆さん、市

役所、大丈夫なんっていうお声をいただい

たわけです。 

 今後は、そういった対策ですね、健康の
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観点からもしっかりとしたマニュアルを

どうかつくっていただいて、それに従って

感染症対策にまた取り組んでいただきた

いと思いますので、よろしくお願いします。

要望としておきます。 

 それから、２点目のホームページですね、

ユニバーサルデザイン、あるいはアクセシ

ビリティの確保からフィリピンの方への

対応のタガログ語が展開できないかとい

うことで、課長からご答弁いただきました。 

 さっきちょっと事務報告書でアクセス

数を見ておりますと、やっぱり３月にどっ

かんとアクセス、倍ぐらい上がって、やっ

ぱり外国人の方も市のホームページ見て

いるのかなというふうに思いましたんで、

予算もかかるかもしれませんけれども、そ

ういったきめ細やかな外国人の方への対

応も併せて、優しいホームページになるよ

うに、また取り組んでいただきますよう要

望としておきます。 

 それから、３点目のウェブフォーマット

の稼働について、課長からご答弁いただき

ました。ここには、パブリックコメントと

いうふうに書かれていますけれども、ある

いは市民意識調査、それからアンケート

等々、市民の方への意見を聞くときに、す

ごく有効な取り組みだなと思います。 

 多くの年代の方から、いろんな意見を聞

ける、そして実際増えているということで、

今後もさらにペーパーはやりながら、ペー

パーは残しながら、こういった手法にどん

どん取り組んでいただきますよう要望と

しておきます。よろしくお願いします。 

 それから、最後の平和にまつわる署名活

動ですね、電子署名ができるんだというこ

とで、僕も今回初めてこの電子署名できる

んだと知りました。恥ずかしいですけど、

知らなかったんです。 

 今、摂津市のＬＩＮＥアカウント、公式

ＬＩＮＥアカウントで、人権を考える市民

の集いを公開していただいていますね、参

加しましょうということで。分かりやすく

ね。 

 ああいう形で、もし可能であれば、この

平和の署名活動も電子申請ができるんだ

よということで、アカウントで展開してい

ただければ、多くの方が、摂津市の中の多

くの方がこういう取り組みやってんのや、

私も署名しようとなるんじゃないかなと

思いますんで、一回ご検討いただきますよ

う要望としておきます。以上で質問を終わ

ります。 

○野口博委員長 南野副委員長の質疑を

終わりました。 

 暫時休憩します。 

（午後４時１分 休憩） 

（午後４時３分 再開） 

○野口博委員長 再開いたします。 

 認定第５号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し質疑

に入ります。 

 質問ある方、お願いいたします。ないで

すか。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 せっかく来ていただい

ているので、質問をしておきたいと思いま

す。 

 久しぶりになりますが、財産区財産です

ね、収入の部についてですけれども、この

収入は、味舌上財産区については、イズミ

ヤの駐車場と、鶴野財産区は、鶴野会館の

前を駐車場に貸しているというのが収入

になると思うんですけどね。それは質問し

ません。 

 最後の預金利子等というのが１万７，０

００円入っていますけれども、ちょっとこ
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の認識、これ昔の認識なのかもしれません

けどね、予算を組んで、当初のうちは、な

かなか税収が入ってこないということで、

いろんなところからお金を借りないとい

けないということがあって、この財産区財

産からも本体のほうに利子をつけて貸出

しをしていたと思うんです。今はもう多分

基金が大分ふえてますので事情が変わっ

ているのかも分かりませんけれども。 

 この利子の分について、ちょっとその辺

の、今も年度当初のは、この会計から一般

会計のほうに貸出しをされているのかど

うかですね、ちょっと質問しておきたいと

思います。 

 それから、もう一つ、この収入費用に対

して、管理している手数料として２割を一

般会計に入れられていますよね。これ何で

２割なんですか。１割のところもあります

よね。１割５分いうところもありますし、

その２割の根拠について聞いておきたい

と思います。 

○野口博委員長 池上参事。 

○池上総務部参事 それでは、財産区につ

いてのご質問にお答えいたします。 

 まず、市への貸付けにつきましてですが、

現在は行っておりません。 

 それと、市への繰出金というか、２０％

頂いておりますけれども、こちらにつきま

しては、摂津市の補助金交付規定に、元部

落有財産、つまり財産区財産の売却及び貸

付け、賃貸借に係る全ての収入については、

その処分総額の８０％以内を当該部落に

還元することができるという規定がござ

いまして、収益の８０％は還元するという

ことで、残り２０％は摂津市のほうに繰出

しという形で納めていただくということ

にしております。 

 他市につきましては、手持ちの資料であ

りましたら、２０％、１０％のところもあ

りますけれども、２０％は３市、４市分だ

け持っているんですけれども、３市が２

０％、１市が１０％ということでございま

す。 

○野口博委員長 藤浦委員の質疑が終わ

りました。 

 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 以上で質疑を終わりま

す。 

暫時休憩いたします。 

（午後４時６分 休憩） 

（午後４時７分 再開） 

○野口博委員長 それでは、再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 討論なしと認め、採決い

たします。 

 認定第１号所管分について、認定するこ

とに賛成の方は挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○野口博委員長 賛成多数。よって、本件

は、認定すべきものと決定いたしました。 

 続いて、認定第５号について、認定する

ことに賛成の方は挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○野口博委員長 全員賛成。よって、本件

は、認定すべきものと決定いたしました。 

 これで、本委員会を閉会いたします。 

（午後４時９分 閉会） 
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 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 総務建設常任委員長 野口  博 

 

 

 総務建設常任委員 安藤 薫 

 


